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編集方針

ユーザベースは2023年2月をもちまして、東証グロース市場での上場廃止

になりました。それに伴い、非財務情報を中心とした情報開示に変更して

います。『サスティナビリティレポート2023』は、ユーザベースが中長期の

価値創造に向けて推進している非財務情報を中心に、ステークホルダーの

皆さまにご報告するものです。皆さまとの対話の一助となれば幸いです。

対象期間

2022年1月1日〜2022年12月31日 

（ただし、一部に対象期間以前・以降の活動内容なども含みます。）

対象組織

株式会社ユーザベースおよび連結子会社 

（併せて、「ユーザベースグループ」という）

参考基準

本レポートにおけるサステナビリティ情報については、国際統合報

告評価会（IIRC）の「<IR>フレームワーク」、Global Reporting 

Initiativeの「GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード」、

ISO 26000、およびサステナビリティ会計基準委員会の「SASBス

タンダート」を参考にしています。

将来の見通しに対する注意事項

本書には、将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれている場合がありますが、これらの将来に関する記述は、当社が現在

入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社として、その達成を約束するものではありません。当該

予想と実際の業績の間には、経済状況の変化や顧客のニーズ及びユーザーの嗜好の変化、他社との競合、法規制の変更等、今後のさま

ざまな要因によって、大きく差異が発生する可能性があります。したがって、将来、実際に公表される業績等はこれらの種々の要素に

よって変動する可能性があり、当社は本書の情報を使用されたことにより生じるいかなる損害についても責任を負うものではありませ

ん。なお、当社は、新たな情報や将来の事象により、本書に掲載された将来の見通しを修正して公表する義務を負うものでもありません。

Edition 1.0:  01 August 2023
Edition 1.1:  08 August 2023
Edition 1.2:  17 August 2023
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コンセプト

ユーザベースは今年で創業15年を迎え、非上場化を選択しました。

この節目となるタイミングで、2022年発行の統合報告書では表現しきれなかった「ユーザベースらしさ」をお伝えするために、

今年は「信頼性」と「希望」という2つのコンセプトを掲げて、サステナビリティレポートを制作しました。

経済情報というユーザベースの事業の根幹となるコアアセットに限らない、数多くの事業を生み出す組織としての強み・魅力

を感じていただければ幸いです。

「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽しめる世界をつくる」というパーパスを体現しているオフィス。そこに集まる多種多様

なバックグラウンドを持った人材。創業当時から変わらない私たちの大切な価値観。これらは全て、ユーザベースにとって欠

かせない要素です。

ありのままの姿をお伝えするために、特にこだわったのは写真です。

多くのメンバーの協力を得て、パーパス実現のために仕事をしている様々な風景を撮影しました。

また、これからも私たちらしいイノベーションを起こし続けたいという想いを込めて、動画や雑誌のような大胆なメリハリを

つけ、思わず最後まで読んでしまう、ワクワクした気持ちになっていただける工夫を散りばめています。

ぜひ楽しみながらレポートをご覧いただき、非上場化を経て第二創業期を迎えた私たちの未来に、「信頼性」と「希望」を見出し

ていただければ、これ以上嬉しいことはありません。
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経済情報の力で、 

誰もがビジネスを楽しめる

世界をつくる

Awaken a world of play in 
business, with our insights.

データで意思決定を支える。

人が、企業が、それぞれのパーパスにかなう正

しい意思決定を行うには、正しいデータが必要

だ。それは、早く、正しく、特定され、創出され、

整理され、分析される必要がある。我々はその

プロセスを担うインフラをつくる。外部環境の

変化に適応したスピーディな意思決定が、企業

の発展、社会全体の持続的な発展に結びつく世

界をつくる。

コンテンツで変化を生む。

人、企業の変化の総体で、社会全体の持続的な

発展が実現されていく。変化には勇気が必要だ。

心躍る自分に正直に行動する後押しが必要だ。

我々のコンテンツの力を信じる。コンテンツが、

人の心を掻き立て、実際の行動変容につなげる

力を信じる。コンテンツの力により、人、企業

の変化が創発され、社会全体の持続的な発展が

実現されていく。

Our Purpose
パーパス実現のために  

私たちが実践すること
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テクノロジーで世界を変える。

テクノロジーの力を信じる。人の創造性をテクノ

ロジーで増幅することこそが世界を変えると信じ

る。人の手だけではなく、テクノロジーを用いた

プロダクトを通じてユーザーに価値を届ける。社

内のプロセスも自動化を進め、テクノロジードリ

ブンな新たな企業モデルを社会に提示し続ける。

ビジネスを楽しむ。

個人のパーパス、企業のパーパス、サステナブル

な世界の3つが調和的に実現されてこそ、誰もが

ビジネスを楽しみ、持続的に発展する世界が実現

される。我々自身が日々ビジネスを楽しみ、その

世界を実現するプロダクトと、思想と実践を伝え

るコンテンツを届けることにより、誰もがビジネ

スを楽しみ、人生を楽しむ持続的な世界をつくる。

人の知見を循環させる。

固有の体験から生まれる情熱、長年蓄積された

施行と学び、それらから生まれる人の知見の力を

信じる。多様な人が、自分の知見を発信し、発信

が経済的価値を生み、さらに発信が促進される

循環をつくる。そして多様な人の知見が可視化

され、容易にアクセスできる様になり、社会全体

の持続的な発展に活かされていく世界をつくる。
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「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽しめる世界をつくる」というパーパスの元、

多様なメンバーの力を結集するために、共通の価値観を設けました。

それが The 7 Values です。

The 7 Valuesは不変的なものではなく、ユーザベースの進化とともに、

常に更新されていくものです。変わらないのは、パーパスとのつながりです。

The  
The 7 Values

Values7
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自由は、楽しい。精神をあらゆる方向へ解放し、可能性を

無限に引き出してくれる。自由な環境の中でこそ、私たち

の創造力は最高のパフォーマンスを発揮する。一方、自由

は私たち一人ひとりに責任を要求する。それは自由を奪う

ものではなく、自由であるためのもう片方の翼である。

NewsPicks / Product Domain / Product Division / Platform Team (Mobile App Unit)

自由主義で行こう

Be free & 
own it
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Unleash ingenuity
創造性がなければ意味がない

そこに未知なる驚きがあるか？それはユーザーの期待値を

超えているか？答えがNOなら世には出さない。私たちは

チームの力を結集し、優れた技術力と独自のビジネスマイ

ンドを融合させることで、創造性にあふれる商品とサービ

スを提供し続ける。それが私たちの価値である。

Thrill the user
ユーザーの理想から始める

自分たちの出来ることから考え始めてはならない。ユー

ザーの理想の実現に知恵を絞る。謙虚にユーザーの気持ち

に耳を澄ませる。細部までこだわり抜き、なおかつシンプ

ルな商品とサービスを追求する。結果、ユーザーの日常に

深く入り込み、なくてはならない存在として愛されていく。

Holdings / Platform Domain / SaaS Design Division / Corporate Design Team
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How fast? 
Wow fast
スピードで驚かす

どこよりも早く開発し、どこよりも早く改善する。スピー

ドは私たちの文化だ。私たちは、商品・サービスの進化、

意志決定のスピード、業務の効率化、ユーザーへのレス

ポンスなど、経営にかかわるすべての局面においてつね

に最速を目指し、社内から一切のムダを排除する。

Holdings / System&Operations Domain / Operations Division
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In it together.  
No matter what
渦中の友を助ける

私たち一人ひとりはスーパーマンではない。しかし、チーム

として強い仲間意識で結ばれたとき、個の力は何乗にも増

幅する。真価を問われるのは、誰もが投げ出したくなるよう

な過酷な状況のとき。そんなときこそ、自ら仲間に手を差し

伸べ、チームの力で最高の結果に変えていく。

Don’t know? 
Choose brave.
迷ったら挑戦する道を選ぶ

正解のない道を、私たちは歩いている。迷ったら挑戦する

道を選ぼう。挑戦すれば失敗の確率が高くなる。全員で大

いに失敗し、検証のPDCAを高速回転させよう。私たちの

世界では、失敗は成功への近道なのだ。そこから強さが

育ってくる。絶え間ない革新が生まれていく。
Holdings / Platform Domain / Marketing Division / PR Team

NewsPicks / Product Domain / 
Business Growth Division / Topics Team FORCAS / Sales Division / Field Sales Team
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We need 
what you 
bring
異能は才能

異能を掛け合わせることで、見たこともない力が立ち上が

る。私たちは、価値観、経験、人種、国籍、民族、宗教、性

的指向、身体・知的・精神特性、強み・弱みなど、一人ひと

りの異なる個性を歓迎する。そして、共に目指す世界をつ

くるために、思いや考えを直接当事者に伝え、想像力をもっ

て受け止め、互いの景色を交換する。オープンコミュニケー

ションの可能性を信じ、分かり合うことを諦めない。

SPEEDA / SPEEDA Product Domain / SPEEDA Content Division / Localisation Team
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20本以上
カバナンス関連コンテンツ数 ※5

110本以上
社会関連コンテンツ数 ※5

60本以上
環境関連コンテンツ数 ※5

73.6 %
 再生可能エネルギー使用率

 
※4

27.1 %
 女性管理職比率 ※3

86%
 エンゲージメントスコア  ※2

1134名
グループ従業員数 ※1

※1 2023年1月1日時点のグループメンバー（業務委託、アルバイト等も含む）の人数

※2 従業員エンゲージメントスコアは、2023年2月に実施したエンゲージメントサーベイにおける肯定的回答割合（対象：全ユーザベースグループメンバー）
※3 管理職とはチームリーダー以上

※4 再生可能エネルギー使用率は東京本社オフィスのみが対象（2022年1〜6月：六本木オフィス、同年7〜12月：丸の内オフィス）
※5 2022年1月1日〜12月31日にNewsPicksで公開されたオリジナルコンテンツ数

SaaS (Software as a Service)

ニュースメディアなど
事業内容

2008年
設立

数字で見るユーザベース
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16

5

英国

中国

韓国

インド

インドネシア

事業展開国・地域

拠点所在国・地域

日本、中国、シンガポール、マレーシア 
香港、タイ、台湾、ベトナム、米国 

インドネシア、韓国、フィリピン、インド 
英国、オーストラリア、ニュージーランド事業展開国・地域

拠点所在国・地域 日本、シンガポール、上海、スリランカ、米国

オーストラリア

ニュージーランド

日本米国
上海

スリランカ

シンガポール

台湾

香港

タイ

ベトナム

フィリピン

マレーシア
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沿革

2008年、品川区にあるマンションの一室で創業したユーザベースは、2023年4月で創業15周年を迎えました。

この15年間でグループ全体の社員数も大幅に増え、海外4カ国に拠点を持ち、16カ国でサービスを展開しています。

これが実現できたのは、信じてくださっているステークホルダーの皆様と共に歩みながら、

継続的に事業・サービスが進化をし続け、その時代に求められる経済情報の価値を提供し続けることが

できているからだと信じています。

創業

SPEEDAリリース NewsPicks立ち上げ
SPEEDA ASIA進出
（シンガポール、上海、香港）

起業フェーズ

ESG関連

M&A関連

2008
2009 2013
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2021

201620182019

2020

2017 2015
AlphaDrive子会社化 Quartz子会社化 INITIAL子会社化

MIMIR子会社化
Quartz撤退

D&Iプロジェクト始動

SPEEDA Chinaリリース

UB Ventures設立

UB Ventures設立
SPEEDA Edge提供開始
SPEEDA R&D提供開始
FORCASとINITIALを吸収合併

FORCASリリース ニューズピックス事業を法人化

SPEEDAのリサーチ拠点を
スリランカに開設

TCFDによる提言への賛同を表明
D&I Committee立ち上げ

東証マザーズに上場

パーパス策定

上場フェーズ
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2022
カーライルによるTOB

東証グロース市場上場廃止

マテリアリティ特定

D&I→DEIB Committeeに名称変更

ESG委員会稼働開始
ESG開示開始
環境・人に配慮した新オフィスへ移転

EventHubの持分法適用関連会社化

（株）ニューズピックスを吸収合併

2023
非上場フェーズ



佐久間 衡
代表取締役

Co-CEO

稲垣 裕介
代表取締役 

Co-CEO / CTO

非上場化をきっかけに、よりサステナブルな世界をつくる

Co-CEO

Taira Sakum
a

Yu
su

ke
 In

ag
ak

i

Interview

Co-CEOインタビュー
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ユーザベースは2008年の創業以来、経済情報、そして人とテクノロジーの力でビジネスパ

ーソンがわくわくして仕事ができる世界の実現を目指してきました。2021年に策定した「経済

情報の力で、誰もがビジネスを楽しめる世界をつくる」というパーパスは、その持続可能な社

会への取り組みを反映したもの。今回は、ユーザベースCo-CEO/CTO稲垣裕介とCo-CEO佐

久間衡に、ユーザベースにおけるサスティナビリティについて話を聞きました。

Taira Sakuma Yusuke Inagaki

非上場化をきっかけに、 

よりサステナブルな世界をつくる

佐久間 衡 稲垣 裕介

──まずは、簡単な自己紹介とCo-CEOとしての役割分担に

ついて教えてください。

 稲垣  僕は2008年に、梅田と新野（梅田 優祐・新野 良介／い

ずれもユーザベース元代表取締役共同経営者）とユーザベース

を創業しました。最初はCTOとして参画しましたが、創業者

間での役割変更に伴い、COO、NewsPicksとSPEEDAのCEO

も経験しました。

現在は佐久間とのCo-CEO体制で経営しています。お互い

の強みを活かすべく、僕自身は改めて全社のCTOも兼務し、

ユーザベースの技術面の強化、また創業者として組織カル

チャーに対して強度を持って取り組んでいます。

 佐久間  証券会社を経て2013年にユーザベースに参画し、4年

にわたってSPEEDAの日本事業を担当しました。2021年から
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僕たち自身がサステナブルな働き方を実践し、 

社会とサステナブルに繋がることが重要です。── 稲垣 裕介

稲垣と共同でCEOを務めています。稲垣と私の役割分担は明

確で、2022年は稲垣が組織、私が事業を見る形でした。しかし、

2022年は大きな結果を出せず、対外公表している業績目標を

下方修正することになり、体制変更が必要だと考えました。

今は担当事業で 2人の役割を分けています。稲垣が

NewsPicksの広告事業と企業変革を推進するコンサルティン

グ・ソリューションカンパニー「AlphaDrive」、私がSPEEDA等

のSaaS事業とNewsPicksのプロダクトおよび課金事業です。

今後も、その時々に応じて機動的に役割を変更していく可能性

はあります。

 稲垣  ただ、日々本当にいろいろなことが起きるし、経営はそ

んなにシンプルに分けられないので、困ったことは何でも共有

して泥臭く助け合っていますね。

──Co-CEO体制になって2年弱、ユーザベースのTOB（公開

買付け）が決まりました。それに至った経緯と、パートナー選

定の理由について聞かせください。

 佐久間  社外取締役の方から「株価が大きく低下している今、根

本的に資本構成を組み替えることも検討してはどうか。具体的

にはプライベート・エクイティ（PE）ファンドに投資してもらう

こと。その選択肢を最終的に選ばなかったとしても、真剣に検

討したことはその後の経営に活きる」と言われ、2022年の春か

ら検討を始めました。

検討を進める中で、カーライルは事業理解度も非常に高く、

グローバルにスケールする事業の経営、投資経験も豊富で、

ユーザベースの事業を世界に伸ばしていく大きな力になってく

れる感覚がありました。

また、創業者であり代表取締役であった新野、梅田が退任す

る中、新しい経営体制をつくる必要がありました。その際に、株

式報酬をよりダイナミックに活用し、今ユーザベースのパーパ

ス実現にコミットしている役員だけでなく全メンバーに多くの

株式を持ってもらうことが重要です。カーライルをパートナー

として非上場化すれば、それが迅速にできる感覚もありました。

大きくはこの2点から、カーライルをパートナーとして非上

場化することを決めた形です。

 稲垣  本件はユーザベースだけでなくステークホルダーの皆様

に対しても、本当に大きな意思決定であったと認識していま

す。今回、TOBに賛同して非公開化をすることで、壮大なパー

パスの実現に向かって、サステナブルに挑戦を続けられる土台

づくりをしっかりとやりきる。

近い将来、再上場する際には、すべてのステークホルダーの

皆様に安心してお付き合いいただける存在となれるよう、全力

を尽くします。

──未上場企業として対外開示の義務がほぼない中、なぜユー

ザベースがサステナビリティレポートを発行することにした

のでしょうか？

 佐久間  サステナビリティレポートは株主のためだけのもので

はありません。ユーザベースのメンバーはもちろん、我々には

多くの事業パートナーも存在します。また、NewsPicksをはじ

め、ユーザベースのプロダクトを日々使ってくださっている多

くのユーザーや銀行などの債権者、政府系機関など全てのス

テークホルダーに、ユーザベースが目指す世界に共感してもら

い、応援してもらってこそ、パーパス実現を目指せます。
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"誰もがビジネスを楽しめる世界"とは、企業と 

個人、それぞれのパーパスが調和的に実現され、 

社会全体が持続的に発展している世界です。── 佐久間 衡

サステナビリティレポートはこのような全ステークホルダー

に対し、パーパス実現に向けての我々の取り組みをしっかり共

有するためのものです。非上場化したからといってレポートを

発行しないという選択肢はなかったですね。

 稲垣  創業時期から、「水道が蛇口を捻れば水が出るように、経

済情報がいつでも簡単に取得できる、インフラのような存在で

ありたい」という想いがありました。僕たちが、すべてのビジ

ネスパーソンにとって「あって当たり前」のインフラになるた

めには、様々な事業・プロダクトが必要ですし、様々な才能を

活かし多様性をリスペクトする組織カルチャーが不可欠です。

そして、僕たち自身がサステナブルな働き方を実践し、社会に

対してサステナブルに繋がることが必要です。この企業として

の最もコアな部分のスタンスは、上場・非上場に関係なく、お

付き合いいただくすべてのステークホルダーの方々に知ってい

ただきたいですし、私たちのスタンスを 1つの例として世の中

に発信していくことで、社会にも還元できると考えています。

──「経済情報」と「サステナビリティ」の関連性がわからない

人もいると思います。ユーザベースにとってのサステナビリ

ティとは？

 稲垣  「サステナビリティ」を「環境保存」と連想する方が多いよ

うですが、ユーザベースが展開している事業は「社会（ESGでい

うと「S」の部分）」と関連するものが多いです。SaaS事業や経

済メディアを通じ経済情報を届けることで、女性活躍や地方活

性化、教育など、様々な側面で社会に貢献しています。また、

データを扱っている企業としてガバナンス、特にコンプライア

ンスにも力を入れていますね。

 佐久間  サステナビリティは、ユーザベースのパーパスそのも

のだと考えています。「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽

しめる世界をつくる」。誰もがビジネスを楽しめる世界は、企

業と個人、それぞれのパーパスが調和的に実現され、社会全体

が持続的に発展している世界です。

──今年、創業 15周年を迎えたユーザベースが、これからも

企業として成長を続けるために必要なことは？

 稲垣  3人で起業したユーザベースは、15年間で国内・グロー

バルで 1,100人以上のメンバーを抱え、海外4 ヶ国に拠点を

持ち、16 ヶ国でサービスを展開しています。これが実現でき

たのは、信じてくださっているステークホルダーの皆様と共

に歩みながら、事業・プロダクトが進化し、その時代に求めら

れる経済情報の価値を継続的に提供できているからだと信じ

ています。

今後も「Play business」というパーパスに紐づくスローガン

を掲げて、ユーザベースのコアアセットであるナレッジ、コン

テンツ、データを、テクノロジーの力で事業・プロダクトとして

形にし、世の中に求められる価値を提供し続けていきます。

 佐久間  事業転換を終えて再上場し、非上場化という選択肢が

正しかったと証明すること。これに尽きます。未来に対する

選択肢を持つためにも、大きな利益を継続的に出せる企業に

転換する。その大きな投資余力と経済情報の力で、多数の新

規事業を生み出し、グローバルに事業をスケールさせ、「誰も

がビジネスを楽しめる世界」に近づけていきます。
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「誰もがビジネスを楽しめる世界」の実現に必要な2つのアプローチ

対象 名称 内容

企業向け｜競争戦略

ビジネスにおける情報収集・分析の課題を解決するプラットフォーム。世界中の企業情報、業界レポート、市場データ、ニュース、専門家の知見など、 
あらゆるビジネス情報をカバーしています。

スタートアップの事業内容、資金調達、提携先、関連ニュース、投資家情報、分析レポートなどを、ワンストップで検索・取得・管理できる、 
スタートアップ情報プラットフォームです。

グローバル市場に特化した新興業界分析プラットフォーム。 
特定のテーマに紐づくスタートアップ、カオスマップ、市場規模予測、資金調達、ニュースなどを提供しています。

企業向け｜顧客戦略

受注しやすいターゲット顧客を可視化し、営業やマーケティング活動を集中させ、効率的に売上を最大化する営業DXソリューションです。

NewsPicks Brand Designは、記事、番組、イベント等メディア広告という形で、NewsPicksにいるビジネスリーダー層にリーチし、スタートアップの急成長、 
大企業変革を始めとした事業成長課題を解決します。

企業向け｜競争戦略/人事戦略 企業内の新規事業開発、組織活性化、イノベーション人材育成などを通じて企業変革を推進するコンサルティング・ソリューションやプロダクトを提供します。

個人向け｜エキスパートネットワーク 「個人の知見」を「企業の意思決定」につなぐ エキスパートプラットフォームです。

個人向け｜ソーシャル経済メディア
オリジナル記事や動画番組に加え、国内外100以上のメディアのニュースを配信。各界の有識者をはじめ、ユーザーが投稿したコメントと共に、 
多角的にニュースを読み解くことができる「ソーシャル経済メディア」です。

企業向けサービス
顧客起点で変化にスピーディに適応する経営（アジャイル経営）を広める 個人向けサービス

新しい視点を集めて、一人ひとりに未来のきっかけを生む

ソーシャル経済メディア（NewsPicks）

エキスパートネットワーク（NewsPicks Expert）

経営DX

競争戦略（SPEEDA/INITIAL/Edge/AlphaDrive）

顧客戦略（FORCAS/NewsPicks BrandDesign）

人事戦略（AlphaDrive/NewsPicks）

パーパス
経済情報の力で、 

誰もがビジネスを 

楽しめる世界をつくる
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顧客起点で変化にスピーディに適応するアジャイル経営への転換、経営DXを実現

組織文化改革、人材育成/発掘、

新規事業開発など従業員の働きがいと 
パフォーマンスを最大化する

人事戦略

顧客に提供する価値を 
最大化する

顧客戦略

特定の市場での 
競争力を最大化する

競争戦略

企業全体の方向性、 
特に全社の資源配分を決める

経営戦略

企業向けサービスにおいて目指しているのは、超大企業（Super Enterprise）への全プロダクト導入による、経営戦略から人事戦略に至る「全社アジャイル経営」の実現

事業計画の策定、競争環境の

リサーチ、M&A / 投資 / 事業
提携、新規事業開発など

中期経営計画の策定など

営業企画、顧客ターゲティング、

営業・マーケティングのデジタ

ル化、新規事業開発など

 会
社
概
要
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知的資本：定性から定量、過去から未来まで。

「ナレッジ・コンテンツ・データ」の3つのコアアセット

ユーザベースが展開するサービスの中心は、3つのコアアセットです。

これらによって新たな価値を創造し、サステナブルな社会を実現します。

定性

過去 未来

定量

ナレッジ
（NewsPicks Expert）

蓄積された

経験・専門性
人が見通す未来

コンテンツ
（SPEEDAアナリスト / NewsPicks編集部 / NewsPicks Studios）

NewsPicks　記事・動画

業界レポート トレンドレポート

データ
（自社組成 / パートナーシップ）

企業データ

統計データ M&Aデータ

スタートアップデータ

市場予測データ

ナレッジ

コンテンツ

データ



※全て2023年7月末時点の数字となり、エキスパートネットワークの数は、当社と資本関係にある提携先のエキスパート数を含めた合計値となります。

 会
社
概
要

  
   

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
R

ep
or

t 
20

23

 28

「ナレッジ・コンテンツ・データ」の数値

ナレッジ（専門家の知見） コンテンツ データ

保
有
す
る
経
済
情
報

NewsPicksプロピッカー 200人以上

ニュース（国内外） 2,400媒体以上 上場・非上場企業（国内外） 1,000万社以上

業界・トレンドレポート 3,000本以上 スタートアップ企業（国内外） 30万社以上

国内エキスパート* 約30,000人以上 オリジナル記事（累計） 約20,000記事以上 企業の特徴 1,800種類以上

海外エキスパート* 約130,000人以上 オリジナル動画（累計） 約2,000動画以上 特許動向 601分類

独
自
の
強
み

NewsPicksで知見を共有する多数のピッカーの存在と

そのコミュニティ価値。

2020年のMIMIRのグループ会社化、海外企業とのパート

ナーシップにより、国内外のエキスパート数を大幅に拡充。

トップクラスの記者・編集者・デザイナーにより、

クオリティの高い記事を作れる体制。

2016年からスリランカに約70名のアナリストを抱え、

質の高いグローバルレポートを量産できる体制を構築。

国内外のトップデータパートナー（Morningstar社、

東京商工リサーチ社等）との長期的なパートナーシップ。

独自データ（スタートアップデータ、企業の利用サービス

データ等）を長期に渡り組成し続けてきた蓄積。
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人的資本

● 1134名のグループ従業員

● 15ケ国・地域出身の多様なメンバー

● 管理職の女性比率：27.1%

● 専門性の高い中途採用者：98%

● Diversabilityメンバー：10人

● 多様な職種・経験を持つ人財

●  ユーザベースのパーパス・バリューに 
フィットする価値観

知的資本

●  3つのコアアセット 
ナレッジ・コンテンツ・データ

社会関係資本

● 国内外エキスパートネットワーク

●  NewsPicksのプロピッカーと 
そのコミュニティ価値

● 信頼性の高いデータパートナーとの連携

● 地方自治体との連携とその経済への還元

財務資本

● ファンドの傘下で中長期価値創造への投資

社会的価値

ア

ジ

ャ

イ

ル

経

営

の

実

現

サ

ポ

ー

ト

経済情報の力 経営基盤
誰もがビジネスを 
楽しめる世界

企業

個人 社会

経済状況

経済成長低迷

失業

インフレ

円安

技術変化

デジタル化

データセキュリティー

AIの進化

社会課題

少子高齢化社会

女性活躍

地方衰退

貧困

良質教育へのアクセス

DEIB

グローバル化

環境問題

地球温暖化

環境問題の意識向上

● 人の知見が様々な社会課題の解決に活かされる世界

● 多様な才能が最高度に発揮される組織

● 世代や地域を越えた、良質な情報と機会を届ける仕組み

● テクノロジードリブンな新しい企業モデル

● 共通の強みであるデータ・コンテンツの持続的な強化

●  SaaSとNewsPicksを融合した新事業モデルによる 

社会を変える力のサポート

●  気候変動に対する具体的な行動、かつ行動する 

人・企業の増加

EXTERNAL ENVIRONMENT  BUSINESS MODELINPUT OUTPUT OUTCOME

価値創造プロセス

ニュースメディア

人事戦略

顧客戦略

[  人  ] [  テクノロジー  ]

7つのバリュー

The 7 Values

People Technology

競争戦略

※  Diversability（ダイバースアビリティ）とは「diverse（多様な）」と「ability（能力）」の造語。「障がいに対するイメージをコミュニティーの力によって再構築していく」 
という活動をしているコミュニティ「Diversability」から拝借している。人数は2023年1月1日時点のデータ。

※ 従業員数は業務委託、アルバイト等のメンバーも含むユーザベースグループの従業員（2023年1月1日時点）
※ 管理職とはチームリーダー以上を示す

※ 中途採用者の割合は、2022年1月1日〜12月31日の入社人数に基づく



Sustainability
Our Approach to

サステナビリティへの考え方



サステナビリティへの考え方

ユーザベースのパーパスは「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽しめる世界をつくる」です。

そのためには、社会、企業、個人のパーパスが調和的に実現されなければなりません。気候

変動等の環境問題が解決に向かい、企業と社会の調和的な発展が実現する世界。様々な労働

問題が解決され、誰もが働く楽しさを実感でき、個人と企業の調和的な発展が実現する世界。

誰もがビジネスを楽しめる世界は、サステナブルに発展する世界そのものです。

私たちは、経済的利益と社会的利益を両立させるため、そして、その2つが矛盾しないことを

証明するために、優先的に取り組むべき重要課題＝マテリアリティを策定しました。

私たちは、顧客起点で変化にスピーディに適応する経営（アジャイル経営）を広めるインフラ

としてのSaaS、新しい視点を集めて、一人ひとりに未来のきっかけを生むソーシャル経済

メディアを通じて、サステナブルに発展する世界に貢献しています。
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2
企業のパーパスと個人の
パーパスの両立

働きがいは生きがいの一つ。ビジネスを楽

しめれば、人生をもっと楽しむことができ

る。働いている企業が目指す方向（パーパ

ス）に共感し、それが自分の生きがいに染み

出していれば、働くことは生きるための手

段ではなく、生きる目的の一つになる。

3
個人のパーパスとサステナブ
ルな社会の両立

サステナブルな社会の実現に近づき、自分

や子どもたちの未来へ大きな希望を持てる

様になってこそ、ビジネスを楽しみ、人生

を楽しむことができる。自分の人生を犠牲

にして働くのではなく、自分自身がサステ

ナブルで楽しめる働き方を実現してこそ、

それを社会全体に広げていくことができる。

サステナブルな社会と企業
のパーパスの両立

経済合理性の追求とサステナブルな社会は

矛盾しない。多くの顧客はサステナビリ

ティを支持し、競争環境がサステナブルな

社会を目指す企業に有利になり、明確な社

会善（サステナビリティ）のパーパスがなけ

れば、企業は最高の人材を採用できなくな

る。企業がサステナブルな社会を目指すこ

とは経済合理的になっていく。

1

2

31 サステナブルな

社会

企業の
パーパス

個人の
パーパス

（生きがい）

誰もがビジネスを楽しめる世界とは、

サステナブルな社会と、企業と個人それぞれの

パーパスが調和的に実現されている世界
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ESG推進体制

取締役会

諮問

ESG委員会

連携 連携

連携

各業務執行部門

DEIB Committee

委員長

代表取締役Co-CEO　佐久間 衡

ESG委員会メンバー
・マテリアリティ別オーナー（各マテリアリティごとの担当役員）

・社外取締役（カーライル・グループ）

・その他必要に応じて有識者・専門家

活動内容

•  マテリアリティごとのアクション計画の策定や進捗状況のモニタリングを実施

•  年に最低2回の開催とした上で、開催結果及び進捗状況等を取締役会へ報告



Step 1
当社が積極的に解決すべき 
社会課題を抽出・整理

SDGs（国連の持続可能な開発目標）を参照し、 

当社経営陣と外部有識者で議論を重ね、当社の

パーパスや事業活動、および企業文化に 

対して関連性の高い社会課題を 

抽出・整理しました。

Step 2
社会課題の 

重要性評価の実施

「Step1」で抽出・整理した社会課題について、

取締役会でも議論のうえ、当社経営戦略との

関連性と重要性を評価しました。

Step 3
マテリアリティ 
項目の特定

「Step2」で実施した評価結果に 

基づき、取締役会での承認を得て、 

7つのマテリアリティを特定しました。

 34

マテリアリティ（重要課題）特定アプローチ

マテリアリティの特定について

当社のパーパスである「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽しめる世界をつくる」の実現に向けて、社会価値と経済価値の双

方を生み出すために、優先的に取り組むべき重要課題＝マテリアリティを2021年に策定いたしました。これらのマテリアリティ

に取り組むことで、社会、企業、個人に対する継続的な価値提供と当社の企業価値向上の両立を目指していきます。

今後、外部環境の変化及び当社事業成長によって優先的に取り組むべき重要課題が変わった場合、再度その特定を実施します。

 サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
考
え
方

  
   

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
R

ep
or

t 
20

23



 サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
考
え
方

  
   

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
R

ep
or

t 
20

23

 35

7つのマテリアリティ（重要課題）

パーパスの実現に向けて、
当社が解決すべきマテリアリティ（重要課題）

質の高い教育を 
みんなに

ジェンダー平等

を実現しよう

働きがいも 
経済成長も

産業と技術革新

の基盤をつくろう

人や国の不平等 
をなくそう

気候変動に 
具体的な対策を

Social

1   人の知見の循環
人の知見が様々な社会課題の 
解決に活かされる世界をつくる

● ● ●

2   異能は才能
多様な才能が最高度に 
発揮される組織をつくる

● ● ●

3    誰もが経済を身近に 
 感じられる社会

世代や地域を越えて、良質な情報と 
機会を届ける仕組みをつくる

● ● ●

4   テクノロジー・カンパニー
テクノロジードリブンな新しい 
企業モデルをつくる

● ●

Governance 5    持続的なデータ・ 
 コンテンツマネジメント

共通の強みであるデータ・コンテ 
ンツを持続的に強化する

●

Social 6   SaaSとメディアの融合
SaaSとNewsPicksの具体的な 
シナジーをつくる

● ●

Environment 7   気候変動への対策
気候変動に対して具体的に行動し、 
かつ行動する人・企業を増やす

●



取り組みを通して達成を目指すSDGs項目
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1  人の知見の循環

Circulating 
knowledge

川口 荘史
マテリアリティオーナー

MIMIR CEO
SPEEDA Co-CEO



 サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
考
え
方

  
   

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
R

ep
or

t 
20

23

 37

と「知」が結びつくことで、新しい価値が生まれます。

ウェブではアクセスできない、人に眠る「知」。こうし

た人の知見が循環した世界では、ビジネスはもっと楽しくなる

はずです。

私たちは、ユーザベースグループ内外において、知見の循環

を促進します。グループ内の人材がより多くの社外エキスパー

トの知見に触れ、さらに自身の社外における副業・エキスパー

ト活動の環境整備と新たな機会を創出をします。

結果として、より多くの人が多様な人の知見に触れ、自身の

知見の価値を認識し、その知見を社会に還元していくことがで

きると考えています。

2022 年から 2023 年にかけて、SPEEDA 事業と MIMIR 事

業の融合が進み、より多くの企業にプロダクトを通じて人の知

見を届けることができました。また、NewsPicksでもエキスパー

トが発信していく仕組みも徐々に実装しつつあります。いずれ

の取り組みもまだ端緒についた段階で、これからさらに拡大し

ていきます。

「知」



エキスパート

知を資産とする
豊かな生き方

知見を流通し
イノベーションを

生み出す

Experts Users

知見提供

・インタビュー

・質問回答での知見提供

　（FLASH Opinion）

情報発信

・トピックス投稿

・ニュースへのコメント投稿

・フォロワーとのコミュニケーション

・対価

・実践情報

・評価情報

・対価

・フォロワー

 サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
考
え
方

  
   

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
R

ep
or

t 
20

23

 38

SPEEDAを通じて企業へ、NewsPicksを通じて個人へ

と、エキスパート知見を発揮できる環境を整備してい

ます。さらに、MIMIRを起点にしてエキスパート・ネッ

トワークを拡大することで、会社や組織を越えて人の

知見が循環する社会の実現を目指します。

社内の副業による知見の循環、各企業におけるエキス

パート活動の推進により、社会における人の知見の循

環を促進します。

1  人の知見の循環

2023 UPDATES

•  SPEEDAを通じた人の知見の提供拡大。SPEEDA
にて、質問に対する専門家のコメントが検索可能

になり、FLASH Opinionの英語版も提供開始。

•  社内エキスパートアワードを初開催。2022年に
ユーザベース社員のエキスパート活動を表彰、 
社内の登録者は214人に到達

•  実績エキスパートのプロピッカー就任

•  NewsPicks、公式コメンテーター「プロピッカー」
の公募開始

ユーザベースグループ間と社会を通じた「知見の循環」
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今回のエキスパートアワードは、2023年3月10日（金）にユーザベース丸の内オフィスにて開催され、総勢約40名のエキスパートにご来場いただきました。

「EXPERT AWARD 2022」初のオフライン開催｜活動表彰と交流会による特別イベント　2023年3月10日

1  人の知見の循環

エキスパートアワードについて

ミーミルが主催するエキスパートの表彰式・交流会。NewsPicks Expertに

登録しているエキスパートのうち、前年1年間の活動において、数多くの実績

を残されたエキスパートの方々を特別招待し、特に優れた実績や評価を残さ

れた方々の表彰、またエキスパート同士の交流を目的として開催しています。

参加エキスパートのコメント （一部抜粋）

「上質なアワード感が演出されていて、受賞者も誇ら

しいと感じられる企画と感じました」

「参加者方々の専門分野に対する知見や想いが深く、

大変有意義な交流ができました」

「招待されたエキスパートの方だけでなく、ミーミル

社員の方ともお話できればと思っていましたが、積極

的に交流に参加していただけて良かったです」

「クライアント様からの期待値、感謝の言葉がわかる

動画はエキスパートとしてのやる気を奮起することに

繋がりました」
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SPEEDAを通じた「人の知見」の企業への展開

1  人の知見の循環

SPEEDA、質問に対する専門家のコメントが検索可能に
2023年5月18日

従来のSPEEDA内の「経済情報コンテンツ」に加え、情報希少性の

高い「専門家コメント」をかけ合わせた深いインサイトをスムーズ

に得ることが可能になります。非公開質問においては、累計で

10,000件以上の質問と100,000件以上の専門家コメントが、公開

コンテンツは累計で1,000件以上の質問と10,000件以上の専門家

コメントが蓄積されています。

SPEEDA、スピーディーに専門家のコメントを得られる
FLASH Opinionを英語版でも提供開始
2023年4月27日

英語版でのご利用が可能になることにより、以前からエキスパー

トサービスのニーズが高かった東南アジアの企業様、外資系企業

様など、より幅広い層に専門家の知見を提供していきます。
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NewsPicks「プロピッカー」の初の公募による拡大及び NewsPicks Expertの登録拡大

NewsPicks、公式コメンテーター「プロピッカー」
の公募開始　2023年2月13日

プロピッカーを「知見を共有し、次世代に貢献するプロ

フェッショナル」と再定義し、候補者を広く募ります。ご

就任いただく方には、従前のプロピッカーとしての活動に

加え、知的共助のコミュティづくりのための新企画でもご

一緒したいと考えています。

ミーミル、「エキスパート意識調査」を発表。エキスパート登録者数は3万人達成

2023年7月、NewsPicks Expertの登録者数（国内）が3万人を突破しました。

登録理由に関するアンケート調査※を実施した結果、「自分の知見・経験で社会や未来に貢献したいから」

を挙げた方が最も多く、全体の 80%を占める結果となりました。自身が所属する企業や組織に留まらず、

社会全体や未来に貢献したいと考えている方が数多くいらっしゃることが明らかになりました。

エキスパート登録理由※

1  人の知見の循環

自分の知見・経験で社会や未来に貢献したいから

新たな収入源を得たいから

新たな学びを得たいから

自分の知見・経験が社外で適用するのか力試しがしたいから

ミーミルのミッション「経験知に価値を与える」に共感したから

自分の専門性をさらに極められそうだから

エキスパート活動が楽しそうだったから

時間を有意義に使いたいから

他のエキスパートと知り合い交流したいから

その他

80.1 %

41.2 %

31.8 %

29.5 %

18.8 %

17.3 %

15.6 %

12.5 %

11.6 %

2.3 %

※2746名のエキスパートを対象に、2022年5月に実施したアンケート調査



取り組みを通して達成を目指すSDGs項目
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2  異能は才能

松井 しのぶ
マテリアリティオーナー

CHRO

We need
what

you
bring



ユ
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ーザベースのパーパスは、「経済情報の力で、誰もがビ

ジネスを楽しめる世界をつくる」です。

その実現のためには、多種多様な「異能」を結集する必要が

あります。

異能が掛け合わさることで、多くのユーザーの負が解消され、

創造性が最高度に発揮されるサービスをつくることができ、

パーパス実現に近づくはず。

私たちはそう考え、The 7 Values のひとつとして、そして

解決すべきマテリアリティのひとつとして、

「異能は才能（We need what you bring）」を掲げています。

We need what you bring  -  異能は才能

異能を掛け合わせることで、見たこともない力が立ち上がる。

私たちは、価値観、経験、人種、国籍、民族、宗教、性的指向、身体・

知的・精神特性、強み・弱みなど、一人ひとりの異なる個性を歓迎する。

そして、共に目指す世界をつくるために、思いや考えを直接当事者に

伝え、想像力をもって受け止め、互いの景色を交換する。オープンコ

ミュニケーションの可能性を信じ、分かり合うことを諦めない。



2  異能は才能
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ユーザベースは、2023年度よりD&Iではなく、DEIB （Diversity, 

Equity, Inclusion, Belonging）を掲げています。

私たちのパーパスは、「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽

しめる世界をつくる」です。その一節に入っている「誰もがビ

ジネスを楽しめる世界」では、企業と個人のパーパスが重なり、

一人ひとりが最高のパフォーマンスを発揮することができます。

その状態をつくるためには、どうすればいいのか？私たちは、

「Belonging」にヒントがあると考えています。

私たちが考える Belonging は、「自分の居場所がここにある」

と感じられる状態です。それは、自分のスキルや経験が会社に

求められる喜びや安心感はもちろんのこと、" 完璧ではない自

分 " を認識し、一緒に働くチームや仲間、さらには会社と相互

に信頼関係を築くことで、少しずつ形成されていくものです。

「ユーザベースには " 完璧ではない自分 " の居場所がある」と

誰もが実感できる。それにより、一人ひとり異なる個性や才能

が最大限発揮され、パフォーマンスが高まり、さらなる事業成

長へと繋がっていく。

この循環を生み出して、「異能は才能」により「誰もがビジネ

スを楽しめる世界」を実現したい。その願いを込めて、私たち

は DEIB を掲げることにしました。

パーパス実現のためには、一人ひとりが最高のパフォーマンスを発揮で

きるカルチャーが前提条件となる。そのためにも、Belonging が必要。

結果
（個人の感情）

手段
（組織のアプローチ）

前提
（組織の状態）

Purpose

「共に目指す世界をつくる」

ために「見たこともない力

が立ち上がる」

ダイバーシティの幅が広がるほど、

EquityとInclusionのニーズも増える

一人ひとりが「自分の居場所がここにある」 

と感じられている状態を表します。

感情

英語の「包括」「包含」という単語からきており、

多様な人材を認め合い、共に働く

姿勢 や 行動 です

多様な個性、背景を持つ人たちが存在している 

事実 や 状態 を表します

スタート地点の違いに着目し、一人ひとりの 

状況に応じて支援内容を変えること。

姿勢 と 行動 を示します。
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ユーザベースグループの多様性に関する現状

全メンバーのジェンダー比率

● 男性　● 未回答　● 女性

※業務委託、アルバイト等のメンバーも含む

※入社時に人事システムに登録しているデータを参照

※2023年1月1日時点のデータ

44.9%
女性

54.9%
男性

0.2%
未回答

2  異能は才能

管理職以上の女性比率

男女の賃金（想定年収）の差

※2022年12月時点における国内法人在籍の正社員・契約社員の想定年収

7,997,965円合計平均

-1,672,528円

男女差（女性基準で）

男女の賃金差は、女性基準でマイナス1,672,528円となりました。

これは、執行役員や管理職を中心にしたハイタイトル層の70-80%

が男性であることが要因になっていると考えられます。

なお、記載している金額は、等級別の想定年収をベースとして計算

しており、残業代を含めた実支給額とは異なります。

● 管理職全体
● 執行役員

※各年1月1日時点のデータ
※管理職とはチームリーダー以上を示す

男性 ：8,676,226

女性 ：7,003,697

2022 20232021

20.4%

12.0%

25.9%

14.7%

27.1%

20.5%
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ユーザベースグループの多様性に関する現状

職種別の割合

Diversability雇用（障がい者雇用）の推進状況

国籍

日本、スリランカ、中国、韓国、アメリカ

合衆国、シンガポール、タイ、台湾、

ベトナム、ロシア連邦、英国、ネパール、

フランス、フィリピン、マレーシア

※2023年1月1日時点のデータ

● （株）ニューズピックス
● （株）ユーザベース
●  （株）ミーミル

※各年1月1日時点のデータ
※ Diversbility（ダイバースアビリティ）とは・・・

「diverse（多様な）」＋「ability（能力）」の造語。 

「障がいに対するイメージをコミュニティーの力

によって再構築していく」という活動をしている

コミュニティ「Diversability」から拝借している

※各年1月1日時点のデータ

ビジネス 営業、新規事業開発、マーケティングなど

コンテンツ デザイナー、アナリスト、編集者など

コーポレート 法務、人事、経理、財務、PRなど
テクノロジー エンジニア、プログラマーなど

その他 役員など

    ケ国・地域

2022

34.7%
ビジネス

15.5%
コーポレート14.7%

テクノロジー

4.1%
その他

31.0%
コンテンツ

2023

29.6%
ビジネス 38.1%

コンテンツ

14.8%
コーポレート

17.5%
テクノロジー

202320222021

6名

1名

7名

1名

2名2名

2  異能は才能
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ユーザベースグループの多様性に関する現状

社員の育休取得率 産休育児休業からの復帰率（男女）

その他の詳細データは、 

DEIB Report 2023 をご参照ください。  

● 男性　● 左記内の管理職　● 女性

※各年に育児休暇を開始した社員が対象

※管理職とはチームリーダー以上を示す（育児休暇開始時点の役職）

※国内法人社員のみが対象

2020 2021 2022

31.6

33.3

100

26.1

33.3

100

47.1

18.7

100
100
(%)

75

50

25

0

育児休業の平均取得日数

● 男性　● 女性

※各年に育児休暇を開始した社員が対象（育児休暇中の場合、終了予定日で算出）

※国内法人社員のみが対象

2020 2021 2022

300
(日)

225

150

75

0

55.7

289.4

41.8

299.9

114.9

263.1

2  異能は才能

https://files.microcms-assets.io/assets/c3cd69bb37354c7585915b242fdd0236/8374b315a7094c1cae910366931a29a7/DEIB_Report_2023_JP.pdf
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D&Iコミットメント （2021〜2022年度） の振り返り

ユーザベースは、2021年6月にD&Iを経営方針のひとつと位置付け、以下の取り組みにコミットすることを表明しました。

それぞれのコミットメントの詳細と2021-22年度の振り返りを記載します。

2  異能は才能

情報の透明性を 
担保する取り組み

D&Iコミットメント表明以前から継続

して、以下の取り組みを実施した。

1

•  取締役会議事録、各種経営会議議事録 
（機密情報をプライバシー情報を除く）

等情報の社内公開

•  引き続き、役員報酬、メンバーの給与

テーブルを社内に公開

•  言語による情報の偏りをなくすための
取り組みとして、通訳体制・バイリン

ガル対応を強化

社会構造上の課題から生じた

ハードルを乗り越えるための支援

D&Iコミットメント表明以降、新たに

以下の取り組みを実施した。

2

•  ハイブリッドな働き方をベースとした 
新オフィスの設計

•  病児保育手当、介護支援手当の新規導入

•  不妊治療外部相談窓口の新規設置と 
セミナー実施の開始

•  コロナ職域接種の実施・コロナ特別休暇 
（家族の看護も含む）の導入

•  2021-2022年の2年間で10名の 
Diversabilityメンバー（障がい者雇用）
の採用と受け入れ体制の整備

D&I Committeeを立ち上げ、  
D&I関連数値と施策の継続定期開示

D&I Committee（現DEIB Committee）を立

ち上げ、会社として多くの取り組みを実施。

現在は30名以上の有志メンバーを中心に、

隔週での定例ミーティングや分科会で、新

たに定めたミッションの達成に向けて必要

な議論を行っている。

また、2022年度にはユーザベース初となる

「D&I Report 2022」を公開し、D&I関連数

値と施策の開示を行った。

4

【DEIB Committeeミッション】

誰もが互いの「わからなさ」を楽しみ、自分の

リミッターを心地よく外せる会社をつくる

従業員と管理職のジェンダー別比率の 
乖離を減少させる取り組み

施策として、以下の取り組みを実施。管理職のジェン

ダー別比率は順調に改善しているが、全メンバーの

ジェンダー比率との乖離は未だに大きい（P45参照）。

3

•  産休・育休ハンドブックの公開

•  産休・育休明けメンター制度の導入

•  多様なRole Modelの社内外への発信

•  社内におけるNextWomanship Communityの立ち上げ

•   新オフィスにおけるDEIBを意識したトイレの設置

一方で、男性の育休取得率は確実に増加するなど、

一定の成果も見られる。

6名（2020年）→ 6名（2021年）→ 16名（2022年）

https://files.microcms-assets.io/assets/c3cd69bb37354c7585915b242fdd0236/f4af8dd189b34d30a3d2ef6f97aabb96/D_I_slides_JP.pdf
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2022年度の取り組み紹介： 
The 7 Values「異能は才能」の研究

2022年度の取り組み紹介： 
ジェンダーギャップを解消する取り組み

副文のアップデート

私たちのDEIBは、The 7 Valuesのひとつである「異能は才能」と常に直

結しています。そこで、改めてこれが示す意味を解釈し自分たちの言葉

で言語化し直すことで、みんなが立ち返る場所を作るこ

とを決断しました。

実際に作成された新副文は、属性の羅列に「価値観、

経験、身体・知的・精神特性」、オープンコミュニケーショ

ンの具体的な方法を示す「直接当事者に伝える」「想像力

をもって受け止める」などが追加され、具体的な行動に

繋がりやすいものに生まれ変わりました。

34の約束の変更・内容のアップデート

The 7 Valuesを起点にユーザベースらしい行動は何かを示すために、一つひとつの

バリューを『DOs: すべきこと』『DON'Ts: すべきでないこと』の行動にブレークダ

ウンしたものが「31の約束」です。こちらについても、「異能は才能」の副文アップデー

トに合わせて考え直す必要がありました。

新しくなった約束は、「異能は才能」の副文アップデートに合わせて、さらに具体

的な事例で、約束を意識するだけでも自然と DEIB を体現できるような仕組みになっ

ています。結果として、「31 の約束」から「34 の約束」へと約束の数が増えました。

2  異能は才能

多様なRole Modelの社内外への発信

ユーザベースの多様なリーダーに光を当てる

企画、Diversity Empowermentシリーズを

2021年度にスタート。2022年度はUzabase 

Journalで8本の記事を公開しました。

産休育休オンボーディング

2021年に制作した「育休産休ハンドブック」

の海外版リリース、受け入れ側のガイドライ

ンのリリース、復帰する社員に向けた育休明

けメンタリングの実施、パートナーの出産に

合わせて育休を取得した社員が “育休のリア

ル” を話すイベントを行うなど、育休におけ

る不安の解消を目指した取組みを行いました。

▼参考記事

メンバーに安心感を持って働いてほしい──産休・育休ハンド

ブックができるまで 

当事者と景色の交換をしながらフェアネスを追及——海外版 

産休・育休ハンドブック誕生の背景 

NextWomanship Community

「意欲ある女性たちが、自分らしく成長で

きるための場作り」を行うことを掲げ、現

在、女性リーダー・プレリーダー約20名

が参加しているコミュニティです。

自分らしいあり方でリーダーとして歩

んでいける女性を増やしていくことを目

指して、外部講師を招いた内省と気付き

を得るワークショップや、NewsPicks の

動画番組・動画学習プログラムを活用し

たディスカッション等を行っています。

Uzabase Journal - Diversity & Inclusion 

https://www.uzabase.com/jp/journal/211216-di-maternity-and-childcare-leave-handbook/
https://www.uzabase.com/jp/journal/211216-di-maternity-and-childcare-leave-handbook/
https://www.uzabase.com/jp/journal/220928-global-maternit-and-paternity-leave/
https://www.uzabase.com/jp/journal/220928-global-maternit-and-paternity-leave/
https://www.uzabase.com/jp/journal/archive/?tags=diversity-and-inclusion
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2  異能は才能

NewsPicks for WE

NewsPicksでは2021年末、女性のキャリア形成に寄り添いエン

パワメントするコミュニティ型プロジェクトをスタートしました。

• 日本IBM共同開発　女性向けリーダーシップ講座の運営

• 京大オリジナル共同開催DE&I研究イベント

• 働く女性同士で、意見交換やナレッジ共有できる機会の創出

• ロールモデルとなる女性リーダーに関するコンテンツ発信

•  コーポレートガバナンス・コード、女性活躍推進法に関する

理解推進イベント

• D&I先進企業による事例紹介

こうした取り組みを通じて、企業やビジネスシーンの意思決定

における女性割合の向上を目指し、東証プライム上場企業の女

性役員比率を2030年までに30%以上にする※という社会全体

の目標の達成に貢献していきます。

※2023年4月27日男女共同参画会議における岸田文雄首相の表明

2022年度の取り組み紹介： 
事業等を通じた社会への取り組み

2022年度の取り組み紹介： 
メンバーが才能を開花できる環境の整備

不妊治療相談窓口

2021年度から不妊治療に関する相談窓口（コウノトリBenefit）を設置しました。

社内における利用率も比較的高く、利用したメンバーからは、心理的な安全性が非

常に高まったというコメントも複数もらっています。

言語による情報の偏りをなくす

ユーザベースは、海外4カ国に拠点をかまえ、100名を超える海外拠点メンバーが

在籍しています。また、グループ全体で世界15カ国・地域からメンバーが集まっ

ています。しかしながら、まだまだ日本語でのコミュニケーションが多く、日本語

ネイティブのメンバーと日本語が分からないメンバーとの間に情報格差が存在し

ています。これらの情報格差を是正するために、下記の取り組みを行っています。

• 全社Town Hall Meetingの日英バイリンガル開催

• 月1回のEnglish Town Hall Meetingの開催

•  同時通訳体制・翻訳体制の強化 

（必要に応じてほぼ全ての会議にいつでも同時通訳を入れることができます）

• 取締役会議事録をはじめとした各種議事録や社内資料の日英共有

• 主要なアナウンスは全て日英バイリンガルで行う

• 自動翻訳を使用したSlackでのやり取りの日英バイリンガル化

その他のDEIB詳細は、DEIB Report 2023 をご参照ください。

https://files.microcms-assets.io/assets/c3cd69bb37354c7585915b242fdd0236/8374b315a7094c1cae910366931a29a7/DEIB_Report_2023_JP.pdf
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3  誰もが経済を身近に感じられる社会

稲垣 裕介
マテリアリティオーナー

代表取締役 Co-CEO/CTO
NewsPicks Co-CEO

A
world

of  play
in  business,
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everyone
for

もがビジネスを楽しめる世界をつくるために、ユーザ

ベースグループは、世代や地域による情報格差をなく

し、より多くの人が良質な経済コンテンツに触れられる機会を

増やしていきます。

そして、ビジネスを楽しむ人々が、情報発信者へと転換する

仕組みを構築することで、知見の循環構造をつくり、持続的に

良質な経済コンテンツが世の中に普及する社会を目指します。

ソーシャル経済メディア「NewsPicks」を中心に、学生、地

域など様々なコミュニティと連携し、共に良質な経済コンテン

ツを生み出し、情報や機会を必要とする人へ届ける仕組みを構

築していきます。

直近 1 年では、子ども新聞「NewsPicks for Kids」の創刊、

学生アンバサダー制度「Student Picker」を通じた次世代コミュ

ニティの活性化、各地域との具体的な取り組みが増えています。

誰
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3  誰もが経済を身近に感じられる社会

NewsPicksでは、ニュースをあくまで素材として、次世代の

ために「ニュースで学ぶ」活動をNewsPicks Educationで推

進しています。小中高での総合的な学習や探究の時間、朝の

活動等で講座や授業を担当し、教員研修を担当する機会も増

えています。ニュースをきっかけに、子供たちが実現したい

未来、創造したい社会を思い描き、仲間と共に学ぶ機会を創

造します。

また、2022年 8月に子ども新聞「NewsPicks for Kids」

を創刊しました。NewsPicks for Kids 編集部による特集記事

のほか、米メディア「The New York Times for Kids」の翻

訳記事やオリジナル原文を解説つきで読める英語コーナーも

新設しています。誌面にとどまらず、イベントや動画なども

用意し、親子でビジネスを楽しめる世界を目指しています。

さらに、NewsPicks に、学生向けの情報をまとめて読め

る「For Students」タブを用意しています。 ここに集まる

情報を読むだけで、進路選択や学生生活に役立つコンテンツ

をしっかりカバーできます。高等生、専門学校または大学・

大学院に在籍する学生には、有料コンテンツを約70%OFF

で楽しめる学割プランも提供しています。

このような取り組みを通じて、子供の教育と次世代の社会

進出に寄与しています。

事業を通じた取り組み 
── NewsPicks EducationとNewsPicks for Kids
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3  誰もが経済を身近に感じられる社会

私たちは、ニュースの当事者は社会人だけでなく、これか

らの未来を担う学生も当事者であると考えています。その

象徴として、2021年10月に学生アンバサダー制度「Student 

Picker」の取り組みをスタートしました。学年、専攻、地域

の異なる学生の視点をニュースを通して学び合い、それぞ

れが、「新しい視点」の体現者として、ニュースへのコメン

トも活発に行っています。

国内外から累計86名（2023年4月現在）の学生がStudent 

Pickerに就任し、横のつながりはもちろん、社会人へのイ

ンタビュー企画などを通じた交流の場を設計しています。

事業を通じた取り組み（2） 
── Student Picker



 サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
考
え
方

  
   

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
R

ep
or

t 
20

23

 55

3  誰もが経済を身近に感じられる社会

日本経済は首都だけで回っているわけではありません。人口の90%、GDP

の80%を占める「地域（地方）」で生きる全員がビジネスを楽しめる世界を

作ることが、日本全体の発展に貢献すると考えています。地域はさまざま

な社会課題の集積地であると同時に、都市にないユニークな資源を保有し、

新時代に求められる価値創出のフロンティアになる可能性を秘めています。

「NewsPicks Re:gion」では、メディアの力を通じて地域で活躍するイノ

ベーター人材（約30名のRe:gionピッカー）を可視化し、地域内において大

企業・中小企業・スタートアップが各コミュニティの属性を超えてつなが

るきっかけを創出するなど、越境と共創による地域経済圏の拡張を実現す

るための取り組みを展開しています。

その具体例として、北海道・上川町の発展をサポートする共創コミュニティ

「KAMIKAWA GX（Government Experience） LAB」を2021年 12月に

NewsPicksアプリ上に新設し、上川町でのプロジェクト参画を通じた関係

人口創出など、地域課題発見及び解決を目指しています。

また、2022年9月にオンラインコミュニティ「SAPPORO FUTURE 

COMMUNITY」を札幌市と連携して立ち上げました。今後の100年に向

けたまちづくりや2030年冬季オリンピック・パラリンピックをテーマにし

て、100人を超えたメンバーで投稿記事へのコメントやオンライン会議で

の意見交換が行われました。

事業を通じた取り組み（3） 
── NewsPicks Re:gion
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3  誰もが経済を身近に感じられる社会

仕事選びはこれまで、会社や業界から探すのがスタンダードで

した。ただ、今は「ジョブ型雇用」が広がり、自律的にキャリア

を作ろうとする人が増えています。「みんなでつくる仕事図鑑」

を合言葉にローンチされたJobPicksでは、働く「中の人」が実名

で自分の仕事の中身をリアルに投稿する経験談を計3千件近く、

積み上げてきました。

等身大のロールモデルが登場する編集コンテンツも無料で配信し

ています。2023年4月には編集方針を新たに掲げ、新しい働き

方や多様性、グローバルにも注力。従来の2倍以上の週6〜8本

で更新し、次世代の担い手たちのキャリアを応援しています。

事業を通じた取り組み（4） 
── JobPicks
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4  テクノロジー・カンパニー

Becoming

technology
company

a
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稲垣 裕介
マテリアリティオーナー

代表取締役 Co-CEO/CTO
NewsPicks Co-CEO

たちは、エンジニアリングを起点に誰もがビジネスを

楽しめる世界を実現するテクノロジー・カンパニーであ

りつづけたいと考えています。

2008年の創業当時から人とテクノロジーの力を組み合わせ

て、チームみんなの強みを引き出し合い、経済情報インフラを

創造してきました。

ビジネスパーソンを労働集約的な作業から解放し、創造性高

く付加価値のある仕事にシフトできる働き方に変えていく。そ

れはユーザーのみならず、私たち自身も体現しつづけたい世界

です。

直近 1 年では、エンジニア・エンジニアではない多様な職種

のメンバーたちが、これまで以上にエンジニアリング力を活用

し、それぞれが挑戦したいことに楽しく取り組める環境をつく

り続けてきました。新たな社内制度の導入や技術研究所の立ち

上げなどを通じて、テクノロジー・カンパニーを実現してきて

います。

私
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ユーザベースのテクノロジー・カンパニー実現に向けた取り組み

4  テクノロジー・カンパニー

【エンジニアリングスキルを評価する社内制度の導入】

【企業の垣根を超えたTech業界の活性/支援】

【技術開発・ビジネス創出のための研究所設立】

【日本の未来を担う子どもたちと学ぶ、プログラミングスクール】

【プログラミングスクールとの提携により学習を支援】

【AI技術を用いたエンジニアリングの可能性を拡大】

「Play Engineering ー エンジニアリングを楽しめる世界へ ー」

2022年4月に開始したPlay Engineeringプロジェクトでは、「誰もがエンジニアリングを楽しめる世界へ」をコンセプトに、 

新たな社内制度の導入や技術研究所の立ち上げ、親子プログラミングスクールの開催などさまざまな取り組みを行っております。

特設サイト：tech.uzabase.com/play-engineering  

ユーザベースでは、プロダクトチームの強化に

加えて、エンジニアではない多様な職種のメン

バーもエンジニアリングを活かすことを支援す

る制度・仕組みづくりを行っています。

テクノロジー・カンパニーの実現

プロダクトチームの強化

全てのメンバーがエンジニアリングを 
楽しめる取り組み

+

http://tech.uzabase.com/play-engineering  
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• 技術担当役員・技術的クオリティーを高める、執行役員・Fellow 9名

• エンジニア出身のCEOの稲垣が並走特に採用や外部のチーム作りにコミット

•  エンジニアがよりパワーを出せる仕組みとビジネスへエンジニアリングを 

波及するサイクルをつくり既存事業・新規事業の成長を促進

 Point 1   NewsPicks の開発組織と組織体制が大きく異なる

Company Company Company Company
Holdings

機能横断本部

プロダクト本部

Product Domain

Product Division （NP）Platform

Product Team

Product Division （UB） 
 Point 2   SPEEDA, FORCAS, INITIAL, MIMIR のプロダクト開発を担当

Member

    Group

ユーザベースグループのエンジニア組織の全体像

4  テクノロジー・カンパニー
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NewsPicks・AlphaDriveのプロダクトチームでは「開発者体験」を強化

開発者体験とは、エンジニアとしての生産性を高めるための技術、チーム、企業文化等の環境全般を指します。NewsPicks・AlphaDriveのプロダクト組織では、実績を

社内外に発信、メンバーがさらに新しい挑戦をするというポジティブなループを創ることにより、開発者体験の改善を組織文化として浸透させることを目指しています。

4  テクノロジー・カンパニー

開発者体験向上により、採用も促進

開発者体験と候補者体験を両立させることで、1年で

エンジニア採用の内定承諾率が8倍となりました。

今後も「候補者をファンにする」という採用活動の

ミッションを掲げ、未来の仲間集めも積極的に推進し

ていきます。

Findy Team+ Award 2022を受賞

Findy Team+ Awardには、開発組織全体での開発生

産性スコアが特に優れた組織が選出されます。

NewsPicksは、エンジニア組織が100人以上の組織

を対象とした「Large Division」において、アワードを

受賞いたしました。

技術ブログ・Podcast・イベント等
でも積極的に発信

技術ブログ・Podcast・イベント等で継続

的な発信を行っています。社内のみならず、

対外的にも発信を強化していくことで、技

術や開発者体験について、エンジニアコ

ミュニティへの貢献に繋がることも目指し

ています。
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SaaSのプロダクトチームでは「アジャイル」や「技術」をキーワードに様々な取り組みを実施

「アジャイルリーダーシップ」を翻訳、

エンジニアコミュニティの発展に寄与

私達の組織では、世の中に溢れる情報をただ

享受するだけでなく、コミュニティの発展に組

織として貢献していく事が大事だと考えてい

ます。その想いを体現する一環として業務時

間を通して海外の良書を翻訳するという活動

を実践しました。今後もこのような取り組みを

通して自分達自身が学び、世の中に貢献できる

方法を続けていく予定です。

4  テクノロジー・カンパニー

沖縄における最大級のエンジニア向けカンファレ

ンス「Tech BASE Okinawa」を開催

地方のエンジニアコミュニティを盛り上げるために、2021年

から毎年「Tech BASE Okinawa」を開催しています。沖縄

における最大級のエンジニア向けカンファレンスで、リアル

の熱量を重視し、著名なエンジニアに登壇して頂く事や地元

のエンジニア同士の交流を通して「新たな気付き」を得る事

が出来る機会を作る事を目指しています。

エクストリームプログラミング顧問及びAgile 
Journey共同編集長に、角谷信太郎氏が就任。

角谷氏は、長年にわたるアジャイル開発の豊富な実践経験

に加えて、アジャイルに関する書籍の共訳・監訳等幅広く

活動してきました。ユーザベースのエクストリームプログ

ラミング顧問及びAgile Journey共同編集長就任にあたり、

SaaS事業における開発組織の向上、またアジャイルの実践

につながる技術情報・開発のヒントを発信するメディア

「Agile Journey」の更なる発展をしていきます。



取り組みを通して達成を目指すSDGs項目
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5  持続的なデータ・コンテンツマネジメント

&
Sustainable

data

武田 彩香
マテリアリティオーナー

SaaS CLO
リスクマネジメント担当
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management
content

済情報」を形づくるデータとコンテンツは、私たちがパー

パスを実現するために必要不可欠なコアアセットです。

この大切なコアアセットをより充実させ、守り、確実に提供し

続けるため、私たちは、社内外の様々なパートナーやステーク

ホルダーと協力しながら体制整備を行っています。

また、昨今は、データの保護と利活用のバランスが各国で議

論され、法整備等が進められる一方で、ChatGPT 等、大量のデー

タ処理やコンテンツ作成が可能な AIが台頭するなど、データや

コンテンツを取り巻く環境は日々目まぐるしく変化しています。

2022年から 2023年にかけて、外部環境だけでなく、私た

ちグループの経営体制も大きく変わる中で、CCoE 組織 * の新

設やリスク管理体制の強化などを行ってきました。

これからも、様々な変化を迅速に捉え、データやコンテンツ

の新たな価値を生み出すために、よりいっそう強固な管理体制

を築いていきます。

*Cybersecurity Center of Excellence

経

&



データとコンテンツの充実

•   強力なパートナーシップ 
国内外のトップレベルのデータ・コンテンツパート

ナーと長期的な関係を構築し、良質で多様なデータ・

コンテンツの提供を受けています。

•   自社組成による独自の価値創出 
創業以来積み重ねてきたデータの収集・組成に関する

ノウハウを活かし、グループの共有資産となる独自デー

タの組成を行っています。また、スリランカ拠点を含む

専属アナリストチームを抱え、良質なグローバルレポー

トを作成しています。

•  新な技術の積極的な活用 
急激に進化した生成系AIをはじめ、新たな技術を積極

的に活用することで、これまでに無かった形でのデー

タ・コンテンツの提供を目指していきます。

守りの体制整備  
（Compliance/Defense）

•  コンプライアンスの強化 
データ保護や知的財産権に関する法令の調査検討、

社内研修や啓蒙活動を通じて、法令及び契約遵守に

力を入れています。

•  セキュリティによる保護 
データ・コンテンツへの不正アクセスや漏洩を防ぐと

共に、セキュリティ侵害を迅速に検知・対応できるサ

イバーレジリエンス体制の構築に重点をおいています。

•  リスクのコントロール 
全社リスク管理委員会により、データ・コンテンツに

関連するリスクを特定し、経営陣によるモニタリング

を行っています。

 65
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良質なデータとコンテンツを、安定して提供し続けるために

5  持続的なデータ・コンテンツマネジメント
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データ・コンテンツパートナーとの 
持続的な関係強化

当社グループは、プラットフォーム事業及びメディア事業

を通じて提供するデータやコンテンツについて、多数の

データ・コンテンツパートナーからライセンスによる提供

を受けています。

ユーザーに対し持続的に価値を提供していくため、専属

チームがパートナーと継続的な対話を行い、サービス・機

能の新規導入や進化があるなかで、中長期にわたって双方

に利益となる関係を構築しています。

自社によるデータ組成、コンテンツ制作体制の 
継続的な強化

当社グループは、より自由度の高いプロダクト設計や、提

供価値の充実を図るため、データやコンテンツの一部を自

社組成するための体制強化を進めています。

より安全で効率的な形でのデータ収集、正確なデータの

選別と抽出、利用しやすい形への加工と保存など、プラット

フォーム事業で多くのデータを取り扱ってきた当社グループ

独自のノウハウを構築し、競争力の強化へつなげていきます。

また、当社は、良質なコンテンツを継続的に制作・提供

できる体制の整備にも力を入れています。コンテンツは、様々

なデータを組み合わせながら解釈・分析し、表現することで

作られます。当社は、コンテンツ制作の拠点や言語にかかわ

らず、プロダクト全体の設計に最適なコンテンツの提供を、

質・量ともに確保できるよう、独自のコンテンツフレームワー

クを組織的に活用し、進化させ続けています。

LLM、生成系AIなど、新たな技術の 
活用による価値創出

また、当社グループでは、ChatGPTをはじめとする生成系

AI、LLM（Large Language Model）などの新しい技術を積極

的に活用し、コンテンツの新たな提供方法を模索していま

す。第一弾として、2023年6月12日、SPEEDAにLLMを活

用した検索サジェスト機能を実装しました。

今後も、革新的な技術に伴うリスクに対応し、ユーザー

の安全性を確保しつつ、新しい価値提供に向けた進化を続

けていきます。

質の良いデータ・コンテンツを作り出し、活用する

5  持続的なデータ・コンテンツマネジメント
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データ・コンテンツの積極的な活用のために、より強固な守りの体制を整備

情報セキュリティへの取組み

昨今のサイバー攻撃の高度化・巧妙化に対応すべく、従来

のルールの整備と遵守を中心とする取り組みに加え、先端

技術を用いた実効性の高いシステム化に力を入れています。

特に、プロアクティブな対策だけでなく、いかなる状況

でも迅速に対応し、回復力を保つことで、ビジネス継続性

と顧客信頼の維持に寄与する方針を採用し、「防御重視」か

ら「レジリエンス重視」へのシフトに取り組んでいます。

2023 年には、コーポレート IT とプロダクトのセキュリ

ティを包括的に管理するため、CCoE（Cybersecurity 

Center of Excellence）組織を新設しました。これにより、

当社グループ全体横断的にセキュリティ対策の一元化と高

度化の実現に寄与しています。

また、引き続き ISMS 認証を維持し、外部セキュリティ

団体への加入と情報連携を促進することで、最新の脅威情

報の共有と対策力の向上を図っています。

さらに、当社のセキュリティに関する取り組みを社外に

も広く情報発信するため、セキュリティページを作成・公

開しました。これにより、透明性の向上とステークホルダー

の皆様の理解を深める一助となればと考えます。

www.uzabase.com/jp/security-policy/   

コンプライアンスとリスク管理

データやコンテンツを積極的に活用し、価値を提供し続け

るためには、それに伴うリスクをコントロールする「守り

の体制」を固めることが非常に重要です。

当社では、リーガルチームによる継続的な法令調査、社

内への啓蒙発信、コンプライアンス研修等を通じて、個人

情報保護法や著作権法等、データ・コンテンツに関連する

法令の遵守体制を強化しています。

また、データ・コンテンツパートナーとの信頼関係を維持・

構築するため、ライセンス契約遵守のためのチェックフロー

の構築や啓蒙にも力をいれています。

さらに、生成系 AIなど、新たな技術の導入に伴うリスクに対

応するため、プロダクト開発チーム、セキュリティチーム、リー

ガルチーム等、関係チームが日々議論しながら、ガイドラインの

策定や啓蒙を進めています。

また、当グループリスク管理委員会では、データ・コン

テンツの利活用に伴うリスクを重要リスク分野の一つと位

置付け、担当役員による対応策の検討や、トップ経営陣に

よるモニタリングを行っています。

5  持続的なデータ・コンテンツマネジメント

http://www.uzabase.com/jp/security-policy/
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6   SaaSとメディアを融合する
新しい事業モデルをつくる

佐久間 衡
マテリアリティオーナー

代表取締役 Co-CEO
SPEEDA Co-CEO
NewsPicks Co-CEOmodel

Saas

New business

fusing

&取り組みを通して達成を目指すSDGs項目
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media
&

ewsPicksユーザーからSaaSユーザーが生まれる。

NewsPicksのコンテンツを通して行動変容にいたった

方に、社会を変える力をSaaSを通じてサポートする。

NewsPicks ユーザーから知見を共有するエキスパートが生

まれる。NewsPicks で専門性や情熱を発揮している方に、そ

れを活かす新たな機会を開く。それは、様々な専門性や情熱を

持った人の知見へのアクセスが容易になり、社会課題解決のた

めに活かされる世界。

この 2 つを実現することで、「誰もがビジネスを楽しめる世

界」へと近づくと、私たちは信じています。また、「人の知見」

という重要な経済情報が、グループ内の全サービスで活用され

ることで、長期的な競争優位性を実現できると考えています。

直近 1 年では、SPEEDA、FORCAS、INITIAL と NewsPicks

の融合が進みました。NewsPicks のコンテンツを SaaS の利

用シーンを紐づけた形で提供することが可能になっています。

また、SPEEDA Expert Research で活躍している多数のエキ

スパートが NewsPicker のプロピッカーになるなど、エキス

パートネットワークの融合も順調に進んでいます。

N
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2022年に実現したSaaSとNewsPicksの融合

6  SaaSとメディアを融合する新しい事業モデルをつくる

FORCASが NewsPicks記事へのアクセスを可能に

2023年3月16日より新たにFORCASからNewsPicksオリ

ジナル記事にアクセスできるようになりました。

トップページに新設した「ニュース」タブより、最新の

NewsPicks オリジナル記事に FORCAS からアクセスでき、

経済トレンド等をビジュアルも用いながら解説したニュー

スを読めるようになりました。また、NewsPicks の特徴的

な機能である、有識者を含むユーザーからの多様なコメン

トの閲覧も可能です。

FORCAS 上で顧客企業やターゲット企業に関連する最新

のニュースをキャッチすることで、日々の営業・マーケティ

ング活動、ターゲティング戦略を含む営業戦略の立案にも

活用できます。

株式会社 EventHubと資本業務提携

SaaS事業においてイベントマーケティングは最大のマーケティ

ングチャネルであり、ソーシャル経済メディア「NewsPicks」に

おいても、B2Bイベントは持続的な成長を支える事業です。

NewsPicksとSaaSを融合させる肝であるイベントマーケティ

ングをさらに推進させるために、ユーザベースはイベントマー

ケティングプラットフォーム「EventHub」を運営する株式会社

EventHubと資本・業務提携契約を2022年11月に締結しました。

この提携により、EventHub社が持つイベントマーケティング

プラットフォームとしての強みと、ユーザベースが持つビジネ

スデータとコンテンツの力を掛け合わせ、日本におけるB2Bイ

ベントマa ーケティングの進化を加速することを目指します。

詳細はこちらをご参照ください。

マーケティングイベントを通じた融合：

NewsPicks Stage.の本格稼働

2021年末に立ち上げた動画配信事業「NewsPicks Stage.」は、

2022年内に20本以上の番組を配信し、5万人以上が視聴登録。さ

らに2023年3月より過去に配信した番組のオンデマンド配信も開

始。事業立ち上げと同時に、NewsPicksユーザーがSaaSユーザー

に転換するマーケティングチャンネルとしても位置づけております。



 サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
考
え
方

  
   

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
R

ep
or

t 
20

23

 71

7  気候変動への対策

千葉 大輔
マテリアリティオーナー

CFO

取り組みを通して達成を目指すSDGs項目

Addressing
climate

change
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たちが目指す、誰もがビジネスを楽しむ世界において、

サステナブルな社会は、個人や企業のパーパスと両立

され、調和的に実現されるべきものです。そのため、グローバ

ルで喫緊の課題となっている地球環境の保全に対して、私たち

もその重要性を強く認識し、グループ横断的に取り組みを進め

ていきます。

自社の事業活動においては、オフィスや社内ツール、従業員

の働き方などを通じて、CO2 削減に貢献しながら事業活動を

継続できる仕組み作りを進めていきます。2022年 7月には、

100% 再送可能エネルギーを利用している東京丸の内にある新

オフィスに移転しました。

また、情報提供サービス、経済メディアを運営する企業とし

て、気候変動を含む地球環境の保全に関する情報提供に一層注

力していきます。

直近 1 年では、SaaS、NewsPicks を通じて、気候変動に関

するコンテンツを積極的に発信してきました。

NewsPicksのTopicsにおいても、環境や気候変動に関する定期

的な情報発信が増えました。このような情報発信や人の知見の

循環によって、多くのビジネスパーソンの行動変容に影響を与

え、個人、企業と共に持続的な社会の実現を目指していきたい

と思います。

私
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7  気候変動への対策

気候変動への対策

自由な働き方・オフィスでの活動

当社が掲げるThe 7 Valuesの一つ目は「自由主義で行こう」です。自由な環境の

中でこそ、人の創造力は最高のパフォーマンスを発揮する、という考えのもとに、

職責を果たせる限りにおいて、働く時間や場所、服装などは自由です。2021年に

引き続き、2022年にフレックスタイム・リモートワークを全社で実施し、時差

出社やリモートワークによって、人やモノの移動を削減することで環境保全に努

めてきました。また、2022年7月には100%再生可能エネルギー使用する新東京

オフィスに移転し、電力や紙資源の環境にやさしい施策を多数実施しています。

働き方
（グループ全体）

オフィス
（東京）

リモートワークの全社導入 服装の自由化

100%再生可能 

エネルギー使用

エアコンの 

時間帯別空調の実施

照明の自動消灯
紙資源の溶解処理再資源化 

サービスの導入

社内稟議、経費精算、契約締結等の 

クラウド化によるペーパーレスの推進

TCFDへの賛同

当社は2021年11月に、TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）によ

る提言への賛同を表明するとともに、同提言に賛同する企業や金融機関等

からなるTCFDコンソーシアムに2022年3月に参画いたしました。

現在は、TCFD 提言に沿って、気候変動に関するリスクと機会が当社の

事業活動、経営戦略、財務計画に与える影響について、必要なデータの収

集と分析を行っている段階で、今後は開示内容を充実させていく予定です。

※TCFD：世界主要国・地域の中央銀行、金融監督当局などの代表が参加する金融安定理事会（FSB）

により設置されたタスクフォース。気候変動に関する情報開示を行う企業への支援や、低炭素社会

へのスムーズな移行によって金融市場の安定化を図ることを目的とした、国際的なイニシアティブ。

※TCFDコンソーシアム：企業の効果的な情報開示や、開示された情報を金融機関等の適切な投資

判断に繋げるための取り組みについて議論することを目的とし、2019年に日本において設立された
組織。TCFD提言に賛同する企業や金融機関等が取り組みを推進。
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気候変動への対策

プロダクト上での情報発信

当社グループが提供するプロダクトにおいて、環境問

題に関連する記事や動画コンテンツ、トレンドレポー

トなどを多数配信しています。

ソーシャル経済メディア「NewsPicks」上では、

2022年中に気候変動や地球温暖化などについて議論す

る複数のコミュニティ（NewsPicks Topics）が形成され、

合計 1200 人以上のフォロワー数を達成しています。

また、経済情報プラットフォーム SPEEDA 上では、

カーボンニュートラル素材からアニマルウェルフェアと

いった幅広いサステナビリティ課題に特化したトレンド

レポートの継続公開のほか、2022 年 3 月より特集コン

テンツ、「サステナビリティ・シリーズ」を開始しました。

また、開示資料で ESG 開示が検索しやすい改善機能を

リリースしました。

気候変動を中心とした環境問題の取り上げを、多く

の企業や個人の行動変容を促すことは当社の使命の一

つと考え、今後も積極的に情報を発信していきます。

SPEEDA
【実務家に聞く】TCFD開示、やってみて見えたこと

TCFD開示について、経営者や担当者に対し、様々なエキスパートの

見解・知見をレポート形式で紹介。

7  気候変動への対策

NewsPicks
地球極限GREEENイノベーションジャーニー  

気候変動や戦争によるエネルギー・食糧危機など地球規模の

課題に果敢に挑み、想像を超えるイノベーションを生み出す

人々を追う紀行番組。

NewsPicks : 
【新】カーボンニュートラル経営で「大躍進」した企業の秘密  

NewsPicks :
気候変動とワイン  

NewsPicks :
【地球温暖化はウソか？】江守正多 vs 杉山大志   

コンテンツ例（一部）

SPEEDA :
トレンドレポート「充電インフラ」

SPEEDA : 
SPEEDA Insights「脱炭素の本丸SCOPE3事例で見る傾向と対策」

SPEEDA :
トレンドレポート「カーボンニュートラル素材」etc.

https://newspicks.com/movie-series/109/
https://newspicks.com/news/7367691/body/
https://newspicks.com/book/3376?ref=search&ref_q=%E6%B0%97%E5%80%99%E5%A4%89%E5%8B%95&ref_t=top
https://www.youtube.com/watch?v=gig8VkcLeUo


Sustainable 
New Office

サステナブルな新オフィス
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※企業が事業で使用する電気を 100%再生可能エ
ネルギーとすることにコミットする協働イニシアチ
ブ。企業が結集することで、政策立案者および投資
家に対して、需要家からエネルギー移行を加速させ
るためのシグナルを送ることを意図する。日本では、
「日本気候リーダーズ・パートナーシップ（JCLP）」
がRE100の公式地域パートナーとして、日本企業の
参加・活動を支援する。

その他「DEIBを意識したオフィス設計」については、

2023年6月に公開したDEIBレポートをご参照くだ

さい。 

2022年7月に移転した東京丸の内オフィスは、人と環境への配慮とサステナブルな働き方を意識した設計になっています。

ユーザベースでは、メンバーそれぞれが最高のパ

フォーマンスを発揮して「ビジネスを楽しむ」を体

現し、心身ともにサステナブルに働ける職場環境の

提供を目指しています。

たとえば、オフィス勤務とリモート勤務の強みを

両立するハイブリッドな働き方が可能となる仕組

みづくり。個人とチームが自由な働き方を選択でき

る制度設計、オフィスデザインを心掛けています、

また、事業や部門を超えた様々なメンバーとのコ

ミュニケーション活性化を目的にした社内カフェの

運営、ユーザーをはじめとする外部の方々と交流で

きるイベント開催のサポートなども行っています。

1
ENVIRONMENTAL

再生可能 
エネルギーの使用

東京オフィスが入居している三菱ビル

は、全電力が「生グリーン電力」及び「ト

ラッキング付 FIT 非化石証書」を併用

して「RE100※」対応とした再生可能エ

ネルギー由来になっています。

2
SOCIAL

ジェンダーの概念に 
とらわれないトイレ

メンバーの自主性を尊重したジェンダー

の概念にとらわれないトイレとして、男

性、女性、男女共用を2室づつ、さらに、

アクセンシブルトイレを1室配置。トラ

ンスジェンダー当事者に “特別な配慮”

を感じさせることなく、メンバーは自由

にトイレを選んで使っています。

3
SOCIAL

丸の内という 
通勤に便利な立地

優秀なメンバーが集まって、サステナ

ブルに働くために、地方に在住してい

る方でも必要に応じて気楽に出社でき

る、東京駅から徒歩範囲のオフィスに

しました。

サステナブルな  

働き方を  

支える職場環境

https://files.microcms-assets.io/assets/c3cd69bb37354c7585915b242fdd0236/8374b315a7094c1cae910366931a29a7/DEIB_Report_2023_JP.pdf
https://files.microcms-assets.io/assets/c3cd69bb37354c7585915b242fdd0236/8374b315a7094c1cae910366931a29a7/DEIB_Report_2023_JP.pdf
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11
ENVIRONMENTAL

植物

サイズや種類が多様な191鉢の植物をオ

フィス全体に置いています。仕事中の

目の癒しや気分転換にもちろん、オ

フィス内のCO2吸収と温度調整にも貢

献しています。

4
ENVIRONMENTAL

再生紙使用

コピー用紙、トイレットペーパー、ペー

パータオル等の紙系の備品は、再生紙

利用の製品を仕入しています。

5
ENVIRONMENTAL

溶解ボックス導入

6
ENVIRONMENTAL

紙コップ廃止

オフィスカフェでは紙コップの代わり

に、食洗機で洗えるコップ・グラス・

プレートを用意しています。

7
ENVIRONMENTAL

オフィスカフェでのドリンク提供  

全メンバーがリフレッシュして働けるよ

うに、オフィスに併設したキッチンにて

無料でドリンクを提供します。イベント

等の際にも提供可能なので、持ち帰りや

ケータリングなどによるごみの削減にも

繋がります。

8
ENVIRONMENTAL

再利用可能なお弁当容器

コロナ前に利用していたリターナブル

容器弁当サービス「スマートミール」を、

2023年5月より新オフィスでも再開し

て、ごみ削減に取り組んでいます。

9
ENVIRONMENTAL

アップサイクル家具

新オフィスの家具は、前オフィスから

の積極的に転用・リユーズしているこ

とによって、オフィス移転を伴う粗大

ごみ量を減少しています。

10
SOCIAL

設置変更可能なオフィス 
レイアウト・家具の置き方

目的によって、または今後の事業拡大

による社員増加を見据えて、可動産を

テーマに、オフィスのレイアウトを自

由に変えられる家具設置にしています。

廃棄された機密書類の溶解処理は撹拌機

と水で行っているため、焼却処理に比べ

て、CO2や有害物質の排出量が少ないほ

か、溶かした紙を紙繊維に変えて、再生

紙の製造に利用できるので、トータルの

CO2排出量を削減することができます。



Governance
Corporate

コーポレート・ガバナンス



ゼロから新しく

「ありたい姿」を描く
TOBの背景と再上場へのロードマップ

社外取締役対談
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浅子 信太郎氏
社外取締役 / 監査等委員

小倉 淳平氏
社外取締役 / 監査等委員
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株主だからといって、 

新取締役会でカーライルが 

思っている方向に意思決定を 

合わせるようなことは 

1ミリもありません。── 浅子 信太郎

カーライルがボードメンバー

として関わり、役員会に

オブザーバーとして出席して、

アドバイスや経営陣の壁打ち

相手を務めています。── 小倉 淳平

「ゼロベース」で思考するため外部へ

の壁打ちを提案
 

——ユーザベースがTOBに至った経緯につい

て、どんな意思決定プロセスがあったのか教え

てください。

 浅子 信太郎氏（以下「浅子」）  2022年の年明け頃

に稲垣さん・佐久間さんそれぞれと 1on1をし、

プライベートエクイティファンドの人と壁打ち

をしてはどうかと提案したのがキッカケです。

梅田さん（梅田 優祐／ユーザベース共同創業

者）の退任後、稲垣さんと佐久間さんのCo-

CEO体制になってから決算説明会や長期戦略

説明会まで、時間がほとんどありませんでし

た。その短い期間の中で今後の方針を決めはし

たものの、そこで掲げた目標と実態が少しずつ

乖離していったんです。

業績も徐々に厳しくなり、取締役会にも厳し

い状況が伝わってきた。そこで、発想を転換し

て新しい「あるべき姿」を描くために、ファンド

の方と話してはどうかと提案をしました。

 小倉 淳平氏（以下「小倉」）  その後、私宛に太田さ

ん（太田 智之／執行役員SaaS事業COO）から

電話がありました。そこでユーザベースの決算

短信や直近のレポート、株価などを見てスト

レートな意見を申し上げたところ、2022年3

月頃に佐久間さんを含めて対話することになっ

たんです。

お話をした当初は壁打ちだけだと思っていた

んですが、株価の話もあれば事業戦略の話も

あった。組織面でも、「人」が大切な事業をして

いる中で、株式インセンティブで優秀な人を惹

きつけていくのは、難しいシチュエーションで

あると感じました。

そうなると、経営や戦略、株価、組織をゼロ

ベースで議論・実行できる仕組みとしてカーラ

イル・グループがお役に立てるのではないかと

思い、TOBをその仕組みとして提案しました。

そこから真剣にデュー・ディリジェンス段階と

2022年11月、ユーザベースはカーライル・グループによる株式公開買い付け（以下、TOB）への賛同、

12月にTOBの成立、翌年2月にそれに伴う非公開化を発表しました。2023年2月には取締役会を新

体制へ移行。「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽しめる世界をつくる」というパーパスの実現に

向け、2026年の再上場を目指した事業改革を推進しています。このTOBの背景にあった意思決定

や、再上場に向けたアクションについて、ユーザベース社外取締役・監査等委員の浅子信太郎さん

と小倉淳平さんに聞きました。
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功が勝ち取れるのかといった適性の見極めを

行っています。さらにボードメンバー全員の向

かっている方向が一致しているかどうか、取締

役会ですり合わせもしています。

日本ではまだ事例の少ないBoard3.0です

が、ユーザベースの取締役会においても、その

議長として同様の仕組みを採り入れているの

は、それが先進的で一番強いガバナンス体制だ

と個人的に考えているからです。

もうひとつ、私が議長になってから取締役会

の実効性評価を強化しました。お互いの取締役

のパフォーマンスをどう思っているかも含めて

アンケートを実施し、取締役全員で議論するこ

とにしたんです。

一方、社外取締役はリスクも伴う立場です。

ある会社がよくない意思決定をした際に社外取

締役だった人には、個人的によくないイメージ

がついてしまいます。だから、肩書きや専門知

識があっても会社に対して愛がない人だと、自

分を守る意思決定をしがちです。

ユーザベースは前取締役も含め、会社に対して

愛ある人が多い。株主だからといって、新取締役

TOBに向けた協議に入り、2022年 11月9日に

実施が決定されました。

※詳細はこちらのリリースにてご確認ください。

多様なメンバーで新取締役会を構

成、各専門家が経営をドライブ

——TOBが成立した結果、2023年2月の上場

廃止を経て、取締役会にカーライルのメンバー

が4人（2023年7月時点）入りました。新取締

役会の中でも取り上げられた「Board3.0」 につ

いて、どういったものなのか教えてください。

 小倉  Board1.0は、同族会社のようなステーク

ホルダーの幅がそこまで広くない状態。

そこに利害関係者ではないステークホルダー

や外部専門家が増え、客観的なガバナンスを担

保する必要になった状態がBoard2.0です。た

だし、自分の分野では専門家だとしても、その

会社の事業に対する理解が深くないことや、

チャンスよりリスクに目が留まってしまう恐れ

があり、結果的に事業成長のための提案や議論

が難しいのがBoard2.0の弱点です。

Board3.0は、経営陣の方針や事業を成長さ

せるための戦略を議論する目的で、株主はもち

ろん、類似事業での経営経験を持った人、事業

会社でCFOをされていたような方など、多様性

に富んだメンバーが参画した状態を指します。

ファンドガバナンスは、もともとBoard3.0

に近い仕組みだと私は思います。我々が運営し

ている会社では、経営のプロを社内で育てる

か、社外から紹介するのが目的です。そして、

そういう方が参画しやすいように、ストックオ

プションなどの報酬体系にも関わります。

ユーザベースの場合も、カーライルがボード

メンバーとして関わり、いくつかの役員会にオ

ブザーバーとして出席して、どんな議論が行わ

れているかをキャッチアップし、アドバイスや

経営陣の壁打ち相手を務めています。こうした

動きは今後も大きく変わることはないでしょう。

 浅子  Board3.0はアメリカ企業ではだいぶ一

般的です。Board3.0における社外取締役は、

たとえば、どういった要素があればこの事業を

成功させられるか、どういう経営陣であれば成

会でカーライルが思っている方向に意思決定を合

わせるようなことは 1ミリもありません。会社に

とってのベストは？ という基準で意思決定ができ

ているので、参加していてすごく心地いいですね。

再上場に向け、事業を磨き込む

——ユーザベースは今後2026年に再上場を目

指しています。そこに向けてどういうアクショ

ンを起こしているのでしょうか。

 浅子  再上場に向けて中期経営計画を作って、

これからまさに山を登っていくところです。そ

の山の頂にある状況をイメージして、事業を磨

きこみ、再上場までにしっかり作り込むことが

大切だと思いますね。

 小倉  目標に到達するまではいろいろなことが

起こりうると思いますが、事業が中期経営計画

を達成しないまま再上場するのではなく、中期

経営計画から半年遅れたなら上場も半年遅らせ

る。逆に早められそうなら早めればよいのです。

ちなみに2026年という再上場までのタイム

https://files.microcms-assets.io/assets/1f1f9124b6a546b4b8875b0583024147/e296839c67cb452aafac62190b602192/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%20THE%20SHAPER%20%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E5%BD%93%E7%A4%BE%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E7%AD%89%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E7%AD%89%E5%A3%B2%E6%B8%A1%E8%AB%8B%E6%B1%82%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%AE%E6%B1%BA%E5%AE%9A%E3%80%81%E5%BD%93%E8%A9%B2%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E7%AD%89%E5%A3%B2%E6%B8%A1%E8%AB%8B%E6%B1%82%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E6%89%BF%E8%AA%8D%E5%8F%8A%E3%81%B3%E5%BD%93%E7%A4%BE%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E3%81%AE%E4%B8%8A%E5%A0%B4%E5%BB%83%E6%AD%A2%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B.pdf
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えることができるインパクトのある会社だと思

います。そういった意味ではメディアを通して

の発信だけではなく、ユーザベースがロールモ

デルになれるようにしていきたいですね。

 小倉  NewsPicksはもちろん、SaaSのプロダ

クト自体も「お客様が永続的に経営していくた

めに必要な情報」を提供していますよね。

そういう誇りを持って日本社会のグローバ

ル化を含めた「経営」を推し進めることが、

ユーザベースのサステナブルな成長につなが

るのではないかと思います。

ラインは、経営陣の再上場への強い意思の表れ

です。むしろ私たちはもう少しゆっくりでいい

のではないかと思っていましたが、経営陣の意

向が強かった。それくらい稲垣さん、佐久間さ

ん含めて全社が一丸となって進もうという意志

があるのだと思います。

プロダクトを通じ日本の 
グローバル化を推進する
 

——最後に、ユーザベースにとってのサステナ

ビリティとは何か、聞かせてください。

 

 浅子  ユーザベースはメディア事業を持ってお

り、「サステナビリティの大切さ」を世の中に伝

浅子 信太郎氏

南カリフォルニア大学Leventhal School of Accounting卒業後、アーサー・アンダーセンLLPに
入社。監査・税務顧問業務を担当した後、KPMG LLPにて監査担当シニアマネージャーに就任。
その後、米国でバイオテクノロジーを手がけるメディシノバ・インク副社長兼CFOなどを経て、

2011年にDeNA WestにCFOとして入社。2013年にCEOに就任するとともに、その後DeNA本
社の執行役員CFOを務めた。現在はセブンイレブン・インク、くら寿司USA・インク等の社外取
締役、デライト・ベンチャーズのマネージングパートナー。

2020年3月よりユーザベース社外取締役・取締役会の議長（現）、2022年3月より監査等委員。

小倉 淳平氏

UBSウォーバーグ証券会社（現UBS証券株式会社）の投資銀行本部にて、主に金融機関に対する

コーポレートファイナンス業務を担当。在職中、ニューヨークオフィスの金融法人グループに所属

し、米銀、資産運用会社向けアドバイザリー業務に従事。2006年にカーライル・グループに参画。

現在、マネージング・ディレクターとして国内のTMT（テクノロジー・メディア・テレコム）関連
の支援業務を主導。AOI TYO Holdings株式会社の非常勤取締役。過去においてアルヒ株式会社、

シンプレクス株式会社、ウォルブロー株式会社及び株式会社マネースクエアHDの非常勤取締役、

チムニー株式会社及び株式会社ツバキ・ナカシマ非常勤監査役。

2023年2月よりユーザベース社外取締役・監査等委員。
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コーポレート・ガバナンスの体制と概要

ユーザベースのコーポレート・ガバナンス体制図 （2023年7月現在）

株主総会

監査等委員会 会計監査人取締役会

ESG委員会

DEIB Committee

各業務執行部門

指名報酬・組織戦略委員会リスク管理委員会・ 
コンプライアンス委員会

内部監査室

代表取締役

選任/解任

選任/

解雇/

監督

報告/提案 選任/解任

諮問/報告

諮問/報告

指示/報告

諮問/報告諮問/報告

モニタリング・連携指示/報告

指示/報告

会計監査
内部監査

連携

連携 連携

連携

監査等 連携

連携

報告

ユーザベースのコーポレート・ガバナンスの特徴

当社は、カーライル・グループによるTOBへ賛同し、

2023年2月に非公開化しました。コーポレートガバ

ナンスに関しては、非上場時における最適な体制とな

るよう一定の調整は行いつつも、再上場後に最適なガ

バナンス体制を築けるよう、上場会社で要求される水

準の維持・構築に努めています。

取締役会を、業務執行に関わる重要な意思決定を行

うための機関にとどまらず、経営やガバナンスに関

する充実した議論を行う場と位置付けています。業

務執行に責任を持つ代表取締役2名、企業価値向上の

ノウハウ・経験と幅広い人脈を持ったカーライルか

らの派遣取締役4名、利害関係を有さない立場から深

い専門性を提供する社外取締役2名で取締役会のメン
バーを構成することにより、多様な視点と深い事業

理解を両立した取締役会を構成しています。

指名・報酬、リスク管理、コンプライアンス、ESG等

に関する重要な事項については、専門的知見に基づく

調査・分析機能の拡充をおこなうことを目的として、

それぞれ特に知見を有する一部取締役も参加する各委

員会を設置しています。各委員会においてより深い審

議を行ってその結果を取締役会に報告することにより、

取締役会での議論の一層の充実を図っています。

監査等委員会についても、上場時から継続して設置し

ています。リスク管理委員会やコンプライアンス委員

会、内部監査部門の議論・報告を踏まえ、監督体制に

実効性を持たせるための委員会として、非上場時にお

いても機能しています。

再上場を見据えた 

体制の構築

取締役会での 

議論の充実

各委員会での 

細部にわたる議論

監査等委員 

会設置会社
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コーポレート・ガバナンスのための主要な組織

取締役会

取締役会は、効率的かつ迅速な意思決定を行えるよう、定時取締役会を毎月1 回開催するほか、

必要に応じて審議時間の延長や臨時取締役会の開催をしています。取締役会は、定款及び法令

に則り、経営の意思決定機関及び監督機関として機能しており、経営上の重要事項（取締役の

指名及び報酬に関する事項を含む）に関する事前審議及び決議を行っています。

業務執行取締役はCo-CEOのみとし、その

他のエグゼクティブは管理と執行の混同を

防ぎ執行に集中するために執行役員とする

体制を取っています。取締役であるCo-

CEOは、会社の方向性を示し、経営・事業

に関するアイディアを提供することによ

り、取締役会での議論の礎を作ります。

株主であるカーライル・グループから、4名

の取締役が選任されています。カーライル・

グループの各取締役は、それぞれが多数の

企業の価値向上を図ってきた経験を有して

います。

経験・ノウハウ、幅広い人脈、株主とし

ての視点を活かし、再上場を目指す当社の

企業価値向上を共に進めています。なお、

宝蔵寺氏は監査等委員会の委員長も、小倉

氏は指名報酬・組織戦略委員会の委員長も、

それぞれ務めています。

社外取締役として、浅子信太郎氏と福田康

隆氏の2名が選任されています。浅子氏は

米国及び日本の事業会社を通じた財務・経

営管理に関する知識と経験を、福田氏は

SaaS業界での経験とマーケティングの知

見に基づく、経営指標の分析・モニタリン

グ及びこれに基づく対策や意思決定に関す

る知見をそれぞれ有しています。

これらの中立的な知見が取締役会に提供

されることにより取締役会の議論がより深

化し、企業価値向上が図られています。なお、

浅子氏は取締役会の議長も務めています。

社外取締役Co-CEO

稲垣 裕介 佐久間 衡 浅子 信太郎 福田 康隆

カーライル・グループのメンバー

小倉 淳平 宝蔵寺 直記 山田 和広 Wanlin Liu

監査等委員会

監査等委員会は毎月最低1 回開催され、監査等委員会において

内部監査部門から定期的に報告を受けるほか、リスク管理委員

会・コンプライアンス委員会との連携や会計監査人との会合等

を実施することにより、監査機能がより有効・適切に機能する

よう努めています。

指名報酬・組織戦略委員会 （任意）

指名・報酬等に関する手続きの公正性・透明性の強化、インセ

ンティブとして機能する報酬の設計と報酬金額の考え方の整

理、次世代の経営者の選定や育成、組織課題の解決等を目指す

ため、任意の指名報酬・組織戦略委員会を設置しています。
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内部監査の実施状況

内部監査の目的は、当社が定める「内部監査規程」に基づき、諸法令・定款及び社

内規程への準拠性の確認を含め、当社及び子会社が再上場を目指す会社としての

適切なガバナンス体制を整備、運用しているかの確認並びに規模拡大・ビジネス

の変化に対応した内部統制となっているかの確認を行うことで、誤謬・脱漏・不

正等の防止に役立て、経営の合理化及び能率の促進に寄与することにあります。

また、代表取締役 Co-CEO 及び監査等委員会の直轄組織（ダブルライン）と

して、独立的・客観的立場で、当社の経営活動全般について、法令遵守、財務

報告の適正性、業務の有効性・効率性の視点から内部監査を行ない、内部統制

の有効性について改善提案を通して内部統制の充実を図っています。

当社経営陣・監査等委員取締役に内部監査活動結果を報告するほか、必要に

応じて内部監査活動状況に関して意見交換を行なっています。

内部監査については、財務報告に係る内部統制のフレーム（J-SOX の統制単位）

を活用して実施しており、全社的な内部統制を監査する際には統制環境の確認

に加え、入退社等に係る運用状況のサンプルテストを実施しました。また、業

務処理統制を監査する際には、主要事業体の売上認識及び債権管理、購買管理

に係る支払プロセス・各社の稟議制度の運用状況等を重点監査事項として確認

しました。

リスク管理委員会事務局にアドバイザーとして参加し連携している。なお、リ

スク管理委員会事務局は、通常の監査で識別された顕在リスクの他、想定される

潜在リスク、継続改善を要するアドバリュー項目をリスク管理表にまとめ、事業

体を含む全社各部門の担当者が通年にかけて継続フォローを実施している結果に

ついて確認を行っている。

監査に関する取り組み

2023年度の監査方針と重点監査項目

当社は、投資ファンドのカーライルによるTOBを通じた完全子会社化を経て、2023年2月

に上場廃止となりました。その背景には、起業家精神と事業拡大を両立する経営システム

を構築する専門性と執行力を有するカーライルから、グローバル経営の知見及びネット

ワークを活用し、長期視点で経済情報強化等の投資を前倒しで行うことがあります。それ

らが適切に実行される前提で数年内に再上場を予定していることから、初年度となる2023

年度においては健全なガバナンス体制の土台を再構築し、組織を安定的に機能させモニタ

リングできる体制の再整備が不可欠となっています。

そこで、以下の重点監査項目を中心に、経営者の業務執行全体について監督・モニタリ

ングします。また、その上でシステム面も含めた内部統制体制やリスク管理体制について

も引き続き運用の強化・充実を図っていく必要があります。

（1）  監督機能の実効性強化

（2） 対処すべき諸課題に対するレポーティングラインの実効化

（3） 取締役会・各種経営会議等におけるモニタリングの実効性向上

監査体制

各監査等委員取締役は、取締役会に出席し、法令・定款の遵守、経営意思決定プロセスや内

部統制環境の整備・運用状況などを監査し、意見表明を行なっています。また、必要に応じ

て経営会議、リスク管理委員会などの重要会議に出席するほか、事業部門に対するヒアリン

グも行なっています。こうした監査活動を通じて得た所見・所感に基づき、監査等委員会

による代表取締役Co-CEOとの意見交換の場を設け、必要に応じて提言を行なっています。
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リスク管理への取り組み

リスク管理委員会の活動

当社グループは、再上場に向けてさらなる企業価値の向上を目指すため、高度なチャレンジを

続けていきます。その過程では、多種多様なリスクに直面することが予想され、より強固なリ

スク管理体制の整備が必要と考えています。この観点から、2023年度よりリスク管理体制を

見直し、3ラインモデルの考えに基づいて以下の役割分担を明確化しております。

1線： 各事業部門、業務部門におけるリスクオーナーとしてのコントロール

2線： 法務部門・ITセキュリティ部門を中心に運営するリスク管理活動 

（リスク管理委員会の運営）

3線： 独立した内部監査部門による、リスク管理機能のアシュアランスと助言

また、リスク管理委員会の開催頻度を四半期毎から月次に切り替え、コンプライアンス、情報

セキュリティを含む重要リスク分野に関するタイムリーな情報共有や意見交換に加えて、その

時々のホット・トピックを取り上げて議論しています。

さらに、リスク管理委員会においては、グループ全体におけるリスクを洗い出し、発生可能

性及び影響度の評価、取るべき対応策、対応優先度をとりまとめたリスク管理表を整備し、四

半期毎の進捗確認と更新を行うことで、リスクの可視化とコントロールに努めています。

チャレンジを続ける以上リスクを 0にすることはできませんが、適切なモニタリングとコン

トロールを行い、万が一の有事の際には迅速に対応できるよう、引き続き体制の強化を進めて

参ります。

ユーザベースのリスク管理体制

取締役会

リスク管理委員会

各事業部門・業務部門

事務局：法務部門・ITセキュリティ部門
委員：Holdlings各Domainリーダー、一部事業CEO

委員長 
代表取締役CEO

リスク管理 
担当執行役員

報告・意見上程 諮問

監査等

連携

モニタリング・連携

監査等委員会

内部監査

指示 

命令 報告
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コンプライアンスへの取り組み

コンプライアンス教育

当社では、コンプライアンス関連規程の整備はもちろん、メンバーに対して年次コンプ

ライアンス研修を実施しています。2023年度は、非公開化後も気を引き締め、より一層

コンプライアンス体制を強化していくべく、一定以上の役員及びメンバーに対してリア

ルタイム・対話型での研修を実施しました。

また、年次研修に加えて、著作権研修、契約基本講座等、トピック別の研修やガイド

ライン発信を行うことで、各メンバーの担当事業や業務に必要な知識・マインドを身に

着けられるよう取り組んでいます。

さらに、重要な法改正に関する説明会の実施やヒヤリハット事象の共有など、コンプ

ライアンスに関連する社内発信・啓蒙を積極的に行うことで、メンバーのリテラシー向

上、コンプライアンスを重視する企業文化の醸成に努めています。

内部通報制度

当社では、内部通報窓口として、社内担当者6名（女性2名、外国籍・英語話者1名を含む）

に加え、監査等委員会、外部法律事務所（国内・国外）を設置することで、メンバーが安

心して利用できる体制を整備しています。

また、「内部通報ほどシリアスではないが、誰かに相談したい」というメンバーのニー

ズに応えるため、「もやもやよろず相談窓口」を設置し、上長以外の先輩メンバーに気

軽に相談できる独自制度を運用しています。小さな違和感を放置せず、相談によって解

消しやすい組織体制を作ることで、不正行為等の未然防止や早期発見に繋がるだけでな

く、そもそも不正・不法行為を起こさない文化の醸成・発展に寄与すると考えています。

コンプライアンス委員会の開催

当社は、コンプライアンス委員会を月次開催し（リスク管理委員会と同時開催）、国内外の

重要な法改正等に関するアップデート、社内で発生したコンプライアンスイシューの概要

と対応状況、その他重要事項を議論しています。

これにより、経営陣のコンプライアンスへの意識向上、対応策に対するコミットメント

強化を図っています。

カスタマーハラスメントへの対応

当社は、コンプライアンスもパーパスを実現するための重要な要素と捉え、社内のメン

バーだけでなく、パートナーやお客様を含めた社会全体で実現すべきものと考えています。

お客様との信頼関係の中で、メンバー 1 人ひとりがいきいきと働く。その結果、より良

いサービスの提供、お客様のビジネスの発展、さらには社会の発展に貢献することができる。

このような世界を実現するため、誠実性を欠く行為により信頼関係を築くことができな

いお客様に対しては、毅然とした対応を取ることを決定し、「カスタマーハラスメントに

関するユーザベースの方針」を公表しています。

www.uzabase.com/jp/info/20220909/  

http://www.uzabase.com/jp/info/20220909/
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社会（Social）

従業員指標
2021年 2022年 2023年

男性 女性 未回答 男性 女性 未回答 男性 女性 未回答

新卒採用のジェンダー比率※1 80.0% 20.0% - 42.9% 57.1% - 71.4% 28.6% -

中途採用のジェンダー比率※1 53.5% 44.4% 2.1% 58.6% 41.4% - 59.2% 40.5% 0.3%

従業員のジェンダー比率※1 59.2% 40.8% - 56.5% 43.5% - 54.9% 44.9% 0.2%

管理職のジェンダー比率※1 ※2 79.6% 20.4% - 74.1% 25.9% - 72.9% 27.1% -

執行役員のジェンダー比率※1 88.0% 12.0% - 85.3% 14.7% - 79.5% 20.5% -

取締役のジェンダー比率※3 94.7% 5.3% - 87.5% 12.5% - 87.5% 12.5% -

育児休業取得率※4 31.6% 100% - 26.1% 100% - 47.1% 100% -

育児休業の平均取得日数※5 55.7 289.4 - 41.8 299.9 - 114.9 263.1 -

育児休業からの復帰率 100% 100% - 100% 100% - 100% 100% -

フレックスタイム・ 
リモートワーク実施率

100% 100% 100%

Diversability雇用率※6 
（障がい者の法定雇用率）

2名 7名 10名

平均年収（想定年収）※7 7,971,000 8,567,680 6,784,024 - 8,676,266 7,003,697 -

※1 各年1月1日時点のデータ。性別は入社時に人事システムに登録しているデータを参照
※2 管理職とはチームリーダ以上

※3 各年1月1日時点のデータ。ただし、2023年は7月1日時点のデータ
※4 各年に育児休暇を開始した国内法人社員が対象

※5 育児休暇中の場合、終了予定日で算出

※6  Diversability（ダイバースアビリティ）とは「diverse（多様な）」＋「ability（能力）」の造語。 

「障がいに対するイメージをコミュニティーの力によって再構築していく」という活動をしている 

コミュニティ「Diversability」から拝借している

※7 平均年収（想定年収）は、各年12月時点における国内法人在籍の正社員・契約社員の想定年収
※8  ユーザベースの企業ページ（OpenWork Inc.）を参照（2022年4月、2023年7月時点） 

www.vorkers.com/company.php?m_id=a0C1000000Y0jZX  

※9  各年直近の「Qualtrics」従業員サーベイにおける肯定的回答割合

※10  各年の時間外労働時間集計（所定労働時間超を集計、法定休日は含まず）。各年12月時点の在籍国
内社員が対象

※11  各年12月時点の在籍国内社員で、2022年中に有給付与がされている者が対象。育休等で通年で休
職している社員は対象外

エンゲージメント指標 2022年 2023年

社員による会社評価※8

（）内の数字はインターネット業界平均値

4.47
上位 1%にランキング

（3.37）

4.40
上位 1%にランキング

（3.40）

従業員エンゲージメントスコア※9 84% 86%

ワークライフバランス指数 2022年 2023年

平均残業時間※10 13:37 18:19

有給休暇取得率※11 56.1% 57.0%

対象：ユーザベースグループ
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※ 研修回数は全社一斉研修の回数であり、入社時に受講する研修においては除外

※ 対象は東京本社オフィスのみ 

（2021年1月〜12月と2022年1月〜6月：TRI-SEVEN ROPPONGIの3Fと13F、2022年7月〜12月：三菱ビルの1Fと2F）

※SCOPE 1 はオフィスにおけるガス直接使用にかかる二酸化炭素排出量

※SCOPE 2はオフィスにおける電気使用にかかる二酸化炭素排出量

※CO2排出係数は2022年度の東京都環境確保条例の排出係数0.489で計算

※再生可能エネルギー使用量・率は、オフィスが入居しているビルの電気料金プランに基づいて計算

研修の受講状況 2021年 12月期 2022年 12月期

情報セキュリティ研修

研修回数 1 1

受講率 100% 100%

コンプライアンス研修

研修回数 1 1

受講率 100% 100%

CO2排出量・電力使用量・水消費量 2021年12月期 2022年12月期

SCOPE1 （kg-CO2） 0 0

SCOPE2 （kg-CO2） 65,030 87,574

総CO2 （SCOPE1+2）  排出量 （kg-CO2） 65,030 87,574

CO2排出量原単位 （CO2排出量/売上高（億円）） 405 -

電気使用量 （kWh） 132,986 179,087

再生可能エネルギー使用量 （kWh） 3,990 131,868

再生可能エネルギー使用率 （%） 3.0 73.6

水消費量 （m3） 10 135

ガバナンス （Governance） 環境 （Environment）
対象：ユーザベースグループ
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SPEEDA  
経済情報プラットフォーム

SPEEDAは、ビジネスにおける情報収集・分析・意思決定を支

える経済情報プラットフォームです。世界中の企業情報、業界

レポート、市場データ、ニュース、統計、M&A、トレンド、特許

動向などあらゆるビジネス情報に加え、多様な分野の第一線で

活躍する専門家の知見に直接アクセスすることも可能です。

事業会社・金融機関・コンサルティングファームなど 2,000

社を超える導入実績があり、戦略策定・新規事業・市場分析・

競合調査・営業企画など、様々なビジネスシーンで活用されて

います。

SPEEDAは、「顧客起点で、変化にスピーディに適応する」

アジャイル経営実現をサポートするサービスです。

アジャイル経営は、パーパスに向けての企業成長の実

現はもちろん、そこに働く 1 人ひとりが働く喜びを実感

できる経営でもあります。

SPEEDA は、企業を取り巻くあらゆる競争環境の今、

そしてその未来への変化を可視化し、経営者のみならず、

その企業で働く方全員で共有する知のプラットフォーム

となることを目指します。

そうすれば、社会課題の解決、企業成長、働く喜びの

全てが最大化されると信じているからです。

事業Co-CEO

佐久間 衡

https://jp.ub-speeda.com/
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FORCAS  
営業DXソリューション

FORCASは、受注しやすいターゲット顧客を可視化し、営業や

マーケティング活動を集中させ、効率的に売上を最大化する営

業DXソリューションです。150万社の企業データベースに基

づいて、顧客の傾向を自動で分析し、ターゲット企業リストを

作成。顧客企業の情報や経営課題を短時間にリサーチし、営業

準備を効率化・型化して提案力を高めます。Salesforceと連

携すれば、さらに力を発揮します。

FORCASを使うことで、誰もが組織として狙うべき顧客

を想像しやすくなり、あらゆるビジネスシーンで、顧客

起点のアクションを自発的に起こすことができます。

そうすれば、働く人々が顧客と共にビジネスを創る感

覚をダイレクトに感じやすくなり、これまでの一方的な

営業やマーケティングではなく、「顧客との共創」と呼べ

る新しいアプローチでビジネスの成長を後押しできる。

そして、それは「誰もがビジネスを楽しめる世界」に

直結すると信じて日々チャレンジしています。

事業CEO

田口 槙吾

https://www.forcas.com/
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INITIAL  
スタートアップ情報プラットフォーム

スタートアップ情報プラットフォームとして、多数のメディア

で引用される国内スタートアップ資金調達動向や独自のスター

トアップ成長モデルなどを公表しています。法人向け有料版

サービス「INITIAL Enterprise」は、国内および海外のスタート

アップ200万社超を収録するスタートアップ情報プラット

フォームとして、VC・CVC・事業会社や金融・行政機関など

500以上の組織で利用されています。

少子高齢化による生産年齢人口の減少、大規模な自然災

害やパンデミックの時代において、より豊かな暮らし、

個々人の幸せ、自らの挑戦を諦めずに追求していく、その

可能性を信じて取り組んでいるのがスタートアップです。

INITIAL はスタートアップの様々なデータを定義、構

造化し、コンテンツで可視化することにより、新たな産

業創出に携わる人を増やしていきます。

事業CEO

千葉 信明

https://initial.inc/enterprise
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NewsPicks  
ソーシャル経済メディア

NewsPicksは、オリジナル記事や動画番組に加え、The Wall 

Street Journal や The New York Times などの国内外 100以上

のメディアのニュースを配信する「ソーシャル経済メディア」で

す。旬なビジネスカンファレンスや、ホットトピックを深ぼるコ

ミュニティなども充実。各業界の著名人や有識者が投稿したコ

メントと共に、多角的にニュースを読み解くことができます。

NewsPicksはコンテンツの力を信じています。コンテン

ツが人の心を掻き立て、実際の行動変容につながります。

また、最大の特徴であるユーザーの方々のコメントによ

り、人の知見の循環を実現しています。様々な視点から

のコメントにより、ニュースの理解が深まり、新たな学

びが促進され、行動する勇気が生まれる。

NewsPicks は、経済に関心を持つ人を増やし、人の知

見を循環させ、社会課題の解決につなげるという価値を

高め、「誰もがビジネスを楽しめる世界」を実現します。

事業Co-CEO

稲垣 裕介

https://corp.newspicks.com/
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AlphaDrive  
企業変革を推進するコンサルティング・

ソリューションカンパニー

2018年の創業以来、企業内の新規事業開発、組織活性化、イノ

ベーション人材育成などを手がけて企業変革を推進するコンサ

ルティング・ソリューションカンパニー。新規事業創出制度の

設計や事業創出を推進するためのメンタリングなど様々な伴走

サポートを提供し、これまで大手企業、上場企業を中心に100

社超の企業内新規事業の創出を支援。また社内に制作・開発・

編集の各専門組織を有しており、多面的なアプローチを展開。

未曾有の社会・環境課題に直面する現代社会。わたした

ちAlphaDriveは、企業の中で働く一人ひとりを変えるこ

とで企業を変え、企業を変えることで日本を変えていき

ます。目を輝かせて働く人を増やし、新しい価値の創造

に汗をかく人を増やすことで、たくさんのイノベーショ

ンが次々と企業の「中から」生み出される日本をつくるこ

と。そして、それら企業の「中から」生み出される無数の

イノベーションが、あらゆる社会・環境課題を次々と解

決し、豊かで笑顔あふれる日本社会を実現することを目

指します。

代表取締役社長 兼 CEO

麻生 要一

https://corp.alphadrive.co.jp/
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MIMIR  
価値ある知見の蓄積と流通を行うプラットフォーマー

MIMIRは、ソーシャル経済メディアNewsPicks と連携したエ

キスパートデータベース「NewsPicks Expert」の開発や、経済

情報プラットフォームSPEEDAと連携した法人向けサービス

「SPEEDA EXPERT RESEARCH」の開発販売を行っています。 

「経験知」の価値を見極め、情報に価値を付与し、価値のある情

報が流通する仕組みを構築します。

MIMIRでは、「人の知見」を企業の意思決定に組み込むと

いうチャレンジをしています。

新しい意思決定のインフラを提供することで、知見が

民主化され、企業は多角的視点を基に、機動的により主

体的に意思決定ができる。

また、人生100年時代と言われる現代、新しいキャリ

アの築き方が求められています。

MIMIR では、新しい人の情報の流通化を実現し、人の

働き方、在り方を変えていきます。

代表取締役 CEO

川口 荘史

https://mimir-inc.biz/
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UB Ventures  
事業家による起業家のための100年VC

UB Venturesは世界の新産業を創造する「起業家と事業」の成

長プロセスを、「リアルな事業経験」を基にリードし続けるベン

チャーキャピタリストチームです。

アジアから世界を狙える、スタートアップの海外進出支援に

も力を入れています。

私たちUB Venturesは、「Experience （事業経験に基づく

リアルな知見）」、「Contents （リサーチ力を生かしたナ

レッジコンテンツの発信）」、「Community （コミュニティ

を活用した次世代起業家の成長支援）」の3つの軸を強み

として、起業家の皆さまの思いの実現、さらにはその先

にある新産業創出への挑戦を支援しています。

単なる成長資金の提供ではなく、所属するベンチャー

キャピタリストの事業経験・経営経験での失敗、そこか

ら得られた知見を次の世代に引き継ぐことで、産業の発

展に貢献をしてまいります。

代表取締役 マネージング・パートナー

岩澤 脩

https://ubv.vc/
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UB Datatech  
人とテクノロジーの力で高品質なデータ組成を行う

UB Datatechは、世の中の複雑な経済情報を整理することで、

業務効率を最大化することを目指します。人とテクノロジーの

力をかけ合わせ、他社から取得することが困難で散在する多種多

様な経済情報を取得・整理し、各プロダクト・サービスにおける

データの種類や更新スピードなどの顧客価値を向上させます。

UB Datatechは、ユーザベースグループ内における各事

業の重要なデータ及び経済情報を組成していきます。

日本及び世界中に存在する経済情報をテクノロジーと

人の力によって収集・整理し、価値の高い情報を高品質

且つタイムリーに生み出す事を目指しています。

また、育児・介護等様々な理由により自分に合った働

き方が出来ないという方々が地方にはまだまだ沢山いま

す。そういう人達に、沖縄に拠点をおいている UB 

Datatech はリモートワーク・クラウドワークという形で

強みを活かした働き方を提供しています。

代表取締役 CEO

林 尚之

https://ub-datatech.com/
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外部評価・認証

D&Iアワード2022 大企業部門で「D&Iアワード賞」を受賞

株式会社JobRainbowが主催する、日本のダイバーシティ &インク

ルージョン推進に取り組む企業を評価する「D&I AWARD 2022」に

て、アワード受賞企業（17/547社）のうちの1社にユーザベースが選ば

れ、大企業部門で「D&Iアワード賞」を受賞しました。

ISO/IEC 27001認証

当社グループでは、情報セキュリティ

の基本要素である「情報の機密性、完全

性及び可用性」を継続的に維持・改善し、

リスクを適切に管理するための組織マ

ネジメント及びシステム運用の実現の

ため、ISO/IEC 27001（情報セキュリ

ティマネジメントシステム（ISMS））の

認証を取得・維持しています。

当社グループの連結会社 AlphaDrive高知は、ドイツの

デザイン賞「German Design Award 2023」のうち、

サービスやブランドが一貫して社会的意義の高いデザイ

ンであることを評価するBrand Identity部門において、

「Special Mention（特別賞）」を受賞しました。継続的に

地域に根付いて課題に向き合い、自治体や企業と連携し

ながら成果を出し続けた取り組みが評価され、受賞にい

たりました。

デジタルサイネージアワード2023 優秀賞を受賞

本社オフィスに設置している、ダクトに擬態して景観を守る

LEDサイネージが、一般社団法人デジタルサイネージコンソー

シアムが主催するデジタルサイネージアワード2023にて

「Duct Mimicry Ambient Digital Signage賞」を受賞しました。

AlphaDrive高知、「German Design Award 2023」の特別賞を受賞
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会社情報

社名  ..................................................  株式会社ユーザベース

                                          Uzabase, Inc.

創業  ..................................................  2008年4月1日

所在地  .............................................  〒100-0005 東京都 千代田区 丸の内2-5-2 三菱ビル

お問い合わせ先  .........................  ユーザベース広報 / PR@uzabase.com

ウェブサイト  ..............................  www.uzabase.com

SNS情報  ........................................    twitter.com/uzabase

  facebook.com/uzabase

  linkedin.com/company/uzabase

  instagram.com/uzabase

  speakerdeck.com/uzabase
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https://www.uzabase.com/jp/contact/
https://www.uzabase.com/jp/
http://twitter.com/uzabase
http://facebook.com/uzabase
https://www.linkedin.com/company/uzabase/?originalSubdomain=jp
http://instagram.com/uzabase
http://speakerdeck.com/uzabase
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